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関
西
支
部
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
日
本

山
岳
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の

「
中
央
分
水
嶺
踏
査
」で
、
京
都
府
境
か

ら
岡
山
県
境
ま
で
の
２
７
５
㎞
を
踏
査

し
た
。
引
き
続
き
２
０
０
６（
平
成
1８
）

年
５
月
か
ら
２
年
半
か
け
て
、
吉
野
川

の
両
側
の
四
国
分
水
嶺
（
最
東
端
・
平

石
山
～
最
西
端
・
佐
田
岬
、
西
赤
石
山

～
鳴
門
市
）
約
５
０
０
㎞
の
踏
査
を
行

な
っ
た
。
さ
ら
に
09（
平
成
21
）年
か
ら

は
、
紀
淡
海
峡
に
浮
か
ぶ
友
ヶ
島
か
ら

紀
ノ
川
の
北
側
を
東
進
し
、
鈴
鹿
山
脈

を
北
上
し
て
滋
賀
・
福
井
・
岐
阜
３
県

境
の
三
国
岳
に
至
る
「
近
畿
分
水
嶺
踏

査
」、
さ
ら
に
紀
ノ
川
の
南
側
を
東
進

し
て
高
見
山
に
至
る
「
続
・
近
畿
分
水

嶺
踏
査
」を
行
な
い
、12（
平
成
2４
）年
12

月
23
日
、
霧
氷
輝
く
高
見
山
に
到
達
し

て
約
６
０
０
㎞
に
及
ぶ
山
稜
縦
走
を
終

え
た
。

関
西
支
部
は
日
本
山
岳
会
最
初
の
支

部
と
し
て
１
９
３
５（
昭
和
10
）年
に
設

立
さ
れ
、
２
０
１
５（
平
成
27
）年
に
８0

周
年
を
迎
え
た
。記
念
事
業
と
し
て「
関

西
支
部
県
境
縦
走
」を
企
画
、
13（
平
成

2５
）年
か
ら
兵
庫
・
岡
山
、
兵
庫
・
鳥
取
、

兵
庫
・
京
都
、
大
阪
・
奈
良
、
奈
良
・

和
歌
山
、
奈
良
・
三
重
の
県
境
縦
走
を

始
め
た
。瀬
戸
内
海
か
ら
日
本
海
へ
、日

本
海
か
ら
太
平
洋
へ
の
大
縦
走
で
あ
る
。

瀬
戸
内
海
の
海
水
を
真
尾
鼻
で
汲
ん
で

（
５
０
０
㏄
・
３
本
）
日
本
海
に
流
し
、

日
本
海
で
汲
ん
だ
海
水
は
奈
良
・
和
歌

山
県
境
を
縦
走
し
て
太
平
洋
に
流
し
た
。

そ
の
と
き
新
宮
の
王
子
ヶ
浜
で
汲
ん
だ

海
水
は
、
奈
良
・
三
重
県
境
を
通
過
し

て
再
び
新
宮
に
還
っ
て
き
た
。
県
境
縦

走
の
皆
勤
賞
は
、
参
加
者
の
背
で
運
ば

れ
た
こ
の
リ
レ
ー
海
水
で
、
３
つ
の
海

の
海
水
３
本
が
そ
の
証
と
し
て
手
元
に

残
っ
た
。

１
月
19
日
、
縦
走
１
回
目
は
兵
庫
県

赤
穂
市
の
福
浦
港
に
近
い
塩
釜
神
社
で

達
成
祈
願
を
し
た
後
、
海
岸
の
岩
場
を

通
過
し
て
真
尾
鼻
に
移
動
し
、
海
抜
ゼ

ロ
ｍ
か
ら
歩
き
始
め
た
。
当
日
は
神
戸

新
聞
の
取
材
も
あ
り
、
鹿
久
居
島
を
背

に
県
境
を
登
る
写
真
が
紙
面
を
飾
っ
た
。

そ
の
後
も
月
１
回
、
土
・
日
を
利
用
し

瀬
戸
内
海
～
日
本
海
～
太
平
洋
を
結
ぶ

「
関
西
支
部
県
境
縦
走
」約
１
０
０
０
㎞
を
達
成

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
関
西
支
部
県
境
縦
走
」
が

18
（
平
成
30
）
年
５
月
20
日
に
、
２
度
目
の
和
歌
山
県
新
宮
市
に
到
達
し
て
終

了
し
た
。
５
年
５
ヶ
月
に
及
ぶ
約
１
０
０
０
㎞
の
大
縦
走
で
あ
っ
た
。
山
行

回
数
58
回
、
行
動
日
数
１
１
８
日
、
延
べ
参
加
者
１
０
０
３
名
の
一
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
重
廣
副
会
長
に
報
告
し
て
い
た
だ
く
。

関
西
支
部　

重
廣
恒
夫

2014年1月19日、蒲生峠から雪深い稜線を日本海に向かう
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向
上
と
同
時
に
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ッ
プ
や

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
を
認
識
し

て
も
ら
う
山
行
と
し
た
。
幸
い
に
し
て

全
行
程
中
、
一
度
の
事
故
も
発
生
し
な

か
っ
た
こ
と
を
そ
の
証
左
と
し
た
い
。

安
全
登
山
の
た
め
の
施
策

◆
行
動
計
画
の
作
成

縦
走
途
中
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
山
で
は

登
山
地
図
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
コ
ー
ス

タ
イ
ム
を
た
や
す
く
計
算
で
き
る
が
、

登
山
者
を
迎
え
る
こ
と
の
稀
な
県
境
縦

走
で
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
も
情

報
が
少
な
い
。

今
回
、
所
要
時
間
算
出
に
は
、
カ
シ

ミ
ー
ル
の「
登
山
道
作
成
ツ
ー
ル
」を
使

っ
た
。
予
定
ル
ー
ト
の
グ
ラ
フ
表
示
か

ら
断
面
図
を
出
し
、
沿
面
距
離
と
推
定

所
要
時
間
を「
設
定
」で
調
節
し
て
行
程

表
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
、
地
図
上
で

コ
ー
ス
の
状
況
を
推
測
し
た
り
、
グ
ー

グ
ル
ア
ー
ス
の
情
報
を
参
考
に
し
た
り

し
て
調
整
し
た
。
全
行
程
踏
査
に
使
用

し
た
国
土
地
理
院
の
２
万
５
０
０
０
分

の
１
地
形
図
は
、
瀬
戸
内
か
ら
日
本
海

ま
で
1５
図
郭
、
日
本
海
か
ら
太
平
洋
ま

で
４５
図
郭
、
さ
ら
に
奈
良
・
三
重
県
境

1８
図
郭
の
総
計
7８
図
郭
で
あ
っ
た
。

な
お
、
県
境
縦
走
で
通
過
し
た
主
な

山（
山
と
溪
谷
社
の『
新
・
分
県
登
山
ガ

イ
ド
』掲
載
分
）は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。日

名
倉
山
～
後
山
～
船
木
山
～
駒
の

尾
山
～
三
室
山
～
氷
ノ
山
～
扇
ノ
山
～

高
竜
寺
ヶ
岳
～
鹿
倉
山
～
深
山
～
横
尾

山
～
剣
尾
山
～
小
和
田
山
～
鴻
応
山
～

ポ
ン
ポ
ン
山
～
釈
迦
岳
～
生
駒
山
～
高

安
山
～
二
上
山
～
岩
橋
山
～
大
和
葛
城

山
～
金
剛
山
～
中
葛
城
山
～
高
谷
山
～

神
福
山
～
護
摩
壇
山
～
牛
廻
山
～
冷
水

山
～
石
地
力
山
～
倶
留
尊
山
～
学
能
堂

山
～
三
峰
山
～
高
見
山
～
伊
勢
辻
山
～

池
木
屋
山
～
日
出
ヶ
岳
～
茶
臼
山

◆
交
通
手
段
の
確
保

ア
プ
ロ
ー
チ
の
効
率
化
を
考
え
れ
ば

車
の
使
用
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
が
、
車

の
手
配
の
難
し
さ
（
県
境
復
帰
点
と
県

境
離
脱
点
の
双
方
に
必
要
）と
、万
が
一

の
交
通
事
故
な
ど
の
リ
ス
ク
を
考
え
て
、

公
共
交
通
機
関
と
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

た
。そ

れ
で
も
縦
走
開
始
時
に
は
坂
下
会

員
に
よ
る
車
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
。

ま
た
、
11
回
目
の
氷
ノ
山
ま
で
は
地
元

の
山
に
詳
し
い
須
磨
岡
会
員
（
宍
粟
５0

山
・
播
磨
の
峠
も
の
が
た
り
）
と
そ
の

仲
間（
兵
庫
県
境
縦
走
経
験
者
）の
方
々

に
宿
の
手
配
か
ら
車
の
送
迎
な
ど
随
分

と
お
世
話
に
な
っ
た
。
創
立
１
０
０
周

年
の「
中
央
分
水
嶺
踏
査
」で
歩
い
た
大

た
縦
走
を
続
け
た
。
兵
庫
・
岡
山
・
鳥

取
県
境
は
深
い
竹
ヤ
ブ
に
悩
ま
さ
れ
た

が
、
兵
庫
・
京
都
・
大
阪
県
境
は
比
較

的
歩
き
や
す
か
っ
た
。
奈
良
・
和
歌
山

県
境
は
登
山
道
も
多
く
、
１
日
で
も
参

加
で
き
る
行
程
も
あ
り
、
比
較
的
参
加

者
も
多
か
っ
た
が
、
奈
良
・
三
重
県
境

は
京
阪
神
か
ら
遠
く
、移
動
に
時
間（
往

復
10
時
間
）が
掛
か
る
の
と
、高
見
山
か

ら
大
台
ヶ
原
山
を
経
て
新
宮
に
至
る
縦

走
は
道
も
荒
れ
、
重
荷
を
担
い
で
の
岩

稜
の
登
り
下
り
、懸
垂
下
降
な
ど
体
力
・

技
術
的
に
も
難
し
く
な
り
、
参
加
者
は

少
な
く
な
っ
た
。

縦
走
の
最
後
は
新
宮
市
の
飛
び
地
の

あ
る
、
北
山
川
に
引
か
れ
た
複
雑
な
県

境
の
通
過
は
、
考
え
あ
ぐ
ね
た
挙
句
北

山
川
を
筏
で
下
り
、
そ
の
昔
、
筏
師
た

ち
が
行
き
交
っ
た「
筏
師
の
道
」を
歩
き
、

最
後
は
ジ
ェ
ッ
ト
船
に
乗
っ
て
終
点
か

ら
路
線
バ
ス
で
新
宮
に
向
か
っ
た
。

足
掛
け
６
年
に
及
ぶ
５８
回
、
１
１
８

日
の
踏
査
に
は
延
べ
１
０
０
３
名
が
参

加
し
た
が
、
年
を
追
う
ご
と
に
参
加
者

の
高
齢
化（
自
分
も
含
め
て
）を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
山
行
と
な
っ

た
。
今
回
の
県
境
縦
走
は
安
全
登
山
の

啓
発
も
兼
ね
て
お
り
、
体
力
や
技
術
の

滋賀県

岐阜県

三重県

兵庫県

淡路島淡路島

小豆島小豆島

大阪府大阪府

和歌山県和歌山県

福井県福井県

京都府京都府

若狭湾若狭湾新温泉新温泉 城崎城崎

扇ノ山扇ノ山

高竜寺ヶ岳高竜寺ヶ岳

鹿倉山鹿倉山

ポンポン山ポンポン山

深山深山

小和田山小和田山

釈迦岳釈迦岳

剣尾山剣尾山

生駒山生駒山
二上山二上山
葛城山葛城山

金剛山金剛山

護摩壇山護摩壇山

池木屋山池木屋山

高見山高見山

倶留尊山倶留尊山
三峰山三峰山

牛廻山牛廻山
冷水山冷水山

日出ヶ岳日出ヶ岳

氷ノ山氷ノ山
三室山三室山
日名倉山日名倉山

丹後半島丹後半島

琵琶湖琵琶湖

奈良県奈良県

▲▲▲▲
▲▲

▲▲

●●

▲▲
▲▲
▲▲

▲▲
▲▲▲▲▲▲

▲▲

▲▲

▲▲
▲▲
▲▲
▲▲

▲▲

徳島県

鳥取県

岡
山
県

新宮新宮

▲▲
▲▲

▲▲

▲▲
▲▲

●●
赤穂赤穂
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歩
行
で
全
員
が
移
動
す
る
方
が
タ
イ

ム
ロ
ス
も
少
な
く
、
特
に
つ
ま
ず
き
や

ス
リ
ッ
プ
が
懸
念
さ
れ
る
登
山
で
は
、

リ
ー
ダ
ー
の
精
神
的
苦
痛
を
軽
減
で

き
る
効
果
は
大
で
あ
る
。
実
際
に
ロ
ー

プ
を
結
ん
で
い
な
け
れ
ば
事
故
に
な

り
か
ね
な
い
ス
リ
ッ
プ
も
二
、
三
度
あ

っ
た
の
で
、
滑
落
事
故
の
危
険
を
回
避

で
き
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
し
か
し
、

運
用
方
法
を
間
違
え
る
と
ロ
ー
プ
を

結
ん
だ
全
員
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
実
際

に
ロ
ー
プ
を
結
ん
だ
歩
行
を
積
み
重

ね
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

多
く
の
３
県
境
を
通
過

３
つ
の
都
道
府
県
境
が
１
点

に
集
ま
る
箇
所
を
３
県
境
ま
た

は
三
国
境
と
呼
ん
で
い
る
。通
常

は
山
の
頂
や
河
川
の
真
ん
中
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、日
本

全
国
に
４８
ヶ
所
あ
る
。
通
常
、同

じ
３
県
が
県
境
を
接
す
る
点
は

１
ヶ
所
の
み
で
あ
る
が
、和
歌
山

県
の
北
山
村
全
域
や
新
宮
市
の

一
部
が
三
重
県
と
奈
良
県
に
挟

ま
れ
た
飛
び
地
と
な
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、こ
の
３
県
に
つ
い

て
は
３
県
境
が
５
ヶ
所
存
在
す

る
と
い
う
、全
国
唯
一
の
地
域
と

な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
関
西
支
部

県
境
縦
走
」
で
通
過
し
た
３
県
境
は
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
瀬
戸
内
海
～
日
本
海
〉

①　

兵
庫
県
宍
粟
市
・
鳥
取
県
八
頭
郡

若
桜
町
・
岡
山
県
英
田
郡
西
粟
倉

村

江
浪
峠
北
西
側

〈
日
本
海
～
太
平
洋
〉

②　

京
都
府
丹
南
市
・
大
阪
府
豊
能
郡

能
勢
町
・
兵
庫
県
篠
山
市　

深
山
山

頂
北
西
側（
舩
谷
山
）

③　

京
都
府
京
田
辺
市
・
大
阪
府
枚
方

市
・
奈
良
県
生
駒
市

④　

大
阪
府
河
内
長
野
市
・
奈
良
県
五

通
峠
か
ら
三
室
山
を
経
て
氷
ノ
山
ま
で

は
、
相
変
わ
ら
ず
の
厳
し
い
ヤ
ブ
こ
ぎ

に
難
渋
し
た
。
扇
ノ
山
か
ら
は
季
節
が

冬
に
向
か
う
の
で
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が

困
難
に
な
っ
た
が
、
山
陰
支
部
の
森
田

会
員
に
４
駆
を
出
し
て
も
ら
い
、
大
助

か
り
で
あ
っ
た
。
森
田
会
員
と
は
一
緒

に
日
本
海
に
到
達
し
た
。

◆
荷
物
の
軽
減
化

テ
ン
ト
泊
が
多
か
っ
た
の
で
、
収
容

と
重
量
比
を
考
え
る
と
な
る
べ
く
大
き

な
テ
ン
ト
を
使
用
し
た
方
が
有
利
で
は

あ
る
が
、
参
加
者
の
増
減
や
直
前
の
不

参
加
の
発
生
対
応
な
ど
を
考
え
て
、
２

人
で
テ
ン
ト
１
張
と
し
た
。
必
ず
し
も

広
い
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
確
保
で
き
な
い

ヤ
ブ
の
中
で
は
有
効
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、コ
ン
ロ
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、食
器
、食

料
は
各
自
用
意
と
し
、
そ
の
他
の
装
備

も
含
め
て
共
同
装
備
は
テ
ン
ト
、
ロ
ー

プ
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
、
鉈
、
鋸
、
救
急
薬
品
の

み
と
し
た
。
ま
た
、
担
荷
の
負
担
と
な

る
炊
事
用
と
２
日
目
の
飲
料
水
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
テ
ン
ト
サ
イ
ト
に
近
い

場
所
で
取
水
し
た
。
取
水
点
に
つ
い
て

は
、
一
般
道
に
比
べ
て
水
場
な
ど
の
情

報
が
一
切
得
ら
れ
な
い
の
で
、
行
動
計

画
立
案
時
に
地
図
上
で
場
所
を
設
定
し

た
。

◆
タ
イ
ト
ロ
ー
プ

縦
走
中
に
は
、
事
前
に
地
図
上
で
は

予
測
で
き
な
か
っ
た
岩
場
や
細
く
急
峻

な
尾
根
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
多
く
あ
っ

た
。
安
全
登
山
の
た
め
に
参
加
者
全
員

が
ス
ワ
ミ
ベ
ル
ト
や
ハ
ー
ネ
ス
お
よ
び

シ
ュ
リ
ン
ゲ
・
セ
ッ
ト
を
携
行
し
た
。

ま
た
、
危
険
箇
所
が
予
測
さ
れ
る
行
程

で
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
準
備
し
た
。
ロ

ー
プ（
８
㎜
×
20
ｍ
）は
、
２
人
に
１
本

の
割
合
で
携
行
し
た
。
さ
ら
に
、
コ
ー

ス
の
具
合
（
懸
垂
下
降
が
予
測
さ
れ
る

場
所
）に
よ
っ
て
は
30
ｍ
を
用
意
し
た
。

危
険
箇
所
で
は
躊
躇
な
く
タ
イ
ト
ロ

ー
プ
移
動
し
た
。
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
安

全
確
保
で
は
通
常
ス
タ
カ
ッ
ト
・
ビ
レ

イ
が
行
な
わ
れ
る
が
、
立
木
や
ヤ
ブ
の

多
い
縦
走
で
は
、
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ア
ス

2014年2月23日、浦富海岸・汐吹岬の突端から日本海に到達

2018年5月19日、南紀・北山川のオトノリから小松の間を筏で下る
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日
本
山
岳
会
へ
ご
寄
付
を
さ
れ
た
場

合
の
税
制
上
の
数
々
の
優
遇
制
度
に
つ

い
て
は
、
会
報「
山
」の
本
年
６
月
号
で

吉
川
財
務
委
員
長
か
ら
詳
し
く
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
山
岳
会
が
こ
れ
ま

で
成
し
遂
げ
て
き
た
数
々
の
海
外
遠
征

も
多
く
の
寄
付
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

き
た
わ
け
で
、
今
後
の
事
業
継
続
に
も

寄
付
は
大
切
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
日
本
山
岳
会
に
適
用
さ
れ
て
い

る
税
制
優
遇
制
度
は
、
民
間
団
体
と
し

て
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
税
制
優
遇
と
は
別
に
、
国

の
栄
典
制
度
に
関
係
す
る
新
た
な
資
格

に
つ
い
て
国
の
認
定
を
得
ま
し
た
。

社
会
や
公
共
の
福
祉
、
文
化
な
ど
に

貢
献
し
た
者
を
顕
彰
す
る
国
の
制
度
と

し
て
褒
章
制
度
が
あ
り
ま
す
。
褒
章
は
、

社
会
貢
献
の
種
類
に
よ
っ
て
色
別
に
定

め
ら
れ
て
お
り
、
紅
綬
、
緑
綬
、
藍
綬
、

紺
綬
、
黄
綬
、
紫
綬
の
６
種
類
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
の
紺
綬
褒
章
の
授
与

に
つ
い
て
、
該
当
さ
れ
る
方
を
国
に
推

薦
す
る
団
体
と
し
て
本
会
が
認
定
さ
れ

る
よ
う
に
文
部
科
学
省
を
通
じ
て
内
閣

府
に
申
請
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の

書
類
と
厳
し
い
審
査
を
経
て
、
こ
の
た

び
正
式
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
資

格
は
、
国
立
大
学
等
の
国
の
組
織
以
外

に
民
間
で
は
日
本
赤
十
字
社
や
ご
く
一

部
の
公
益
法
人
の
み
が
認
定
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

紺
綬
褒
章
（
正
式
英
文
名M

edal‥
w
ith‥D

ark‥B
lue‥R

ibbon

）は
大
正
７

（
１
９
１
８
）年
に
制
定
さ
れ
た
由
緒
あ

る
制
度
で
、
対
象
は
特
定
の
公
益
団
体

に
一
定
以
上
の
寄
付
を
行
な
っ
た
個
人

お
よ
び
団
体
に
授
与
さ
れ
る
褒
章
で
、

そ
の
基
準
は
褒
章
条
例
で
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

現
在
の
基
準
は
特
定
の
公
益
団
体

（
本
会
）に
個
人
で
５
０
０
万
円
、
法
人

は
１
０
０
０
万
円
以
上
の
寄
付
（
現
金

ま
た
は
物
品
）
を
行
な
っ
た
者
と
な
っ

て
お
り
、
分
納
も
認
め
ら
れ
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
本
会
が
紺
綬
褒
章
対
象
の

公
益
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
た
平
成
30

年
７
月
２
日
以
降
に
本
会
へ
寄
付
を
さ

れ
た
方
（
本
会
会
員
お
よ
び
会
員
外
の

N
O
TIC
E

本
会
へ
の
高
額
寄
付
者
に
対
す
る

国
の
栄
典
授
与
に
つ
い
て

公
益
法
人
運
営
委
員
会
委
員
長　

佐
野
忠
則

方
）
に
有
効
で
褒
章
推
薦
の
ご
希
望
を

伺
っ
た
う
え
、
内
閣
府
に
推
薦
し
閣
議

で
決
定
さ
れ
ま
す
。
個
人
受
章
者
に
は

紺
色
の
綬（
リ
ボ
ン
）が
付
さ
れ
た
メ
ダ

ル
と
天
皇
陛
下
か
ら
の
授
与
・
表
彰
す

る
旨
が
記
さ
れ
て
国
璽
が
捺
さ
れ
た

「
褒
章
の
記
」が
授
与
さ
れ
ま
す
。
法
人

寄
付
者
に
対
し
て
は
、
同
じ
内
容
の
褒

状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

本
会
は
１
２
０
周
年
記
念
事
業
を
は

じ
め
、
多
く
の
事
業
が
今
後
も
企
画
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
寄
付

を
会
の
内
外
に
お
願
い
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
今
回
の
紺
綬
褒
章
推
薦
団
体

と
し
て
の
認
定
な
ど
、
民
間
団
体
と
し

て
許
さ
れ
る
最
大
限
の
範
囲
で
各
種
制

度
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
、
日
本
山
岳
会
の
活
動
を
支
援

し
て
く
だ
さ
る
会
員
外
の
方
に
も
お
話

し
い
た
だ
く
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事

務
局
経
由
で
公
益
法
人
運
営
委
員
会
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

條
市
・
和
歌
山
県
橋
本
市　

行
者
杉

（
神
福
山
山
頂
南
西
側
）

⑤　

三
重
県
熊
野
市
・
奈
良
県
吉
野
郡

十
津
川
村
・
和
歌
山
県
新
宮
市　

葛

山
南

⑥　

三
重
県
熊
野
市
・
奈
良
県
吉
野
郡

下
北
山
村
・
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
北

山
村　

北
山
川（
七
色
貯
水
池
）

⑦　

三
重
県
熊
野
市
・
奈
良
県
吉
野
郡

十
津
川
村
・
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
北

山
村　

北
山
川（
北
山
峡
）

⑧　

三
重
県
熊
野
市
・
奈
良
県
吉
野
郡

十
津
川
村
・
和
歌
山
県
新
宮
市

北

山
川（
瀞
峡
）

⑨　

三
重
県
熊
野
市
・
奈
良
県
吉
野
郡

十
津
川
村
・
和
歌
山
県
新
宮
市

北

山
川

2015年11月28日、生駒山北方の三等三角点「笹の谷」を通過
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い
の
初
登
頂
を
祝
っ
た
。

登
頂
者
の
ボ
ナ
ッ
テ
イ
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
代
表
す
る
登
山
家
で
、ヘ
ル
マ
ン
・

ブ
ー
ル
の
友
人
で
あ
っ
た
。
ブ
ー
ル
の

テ
ン
ト
の
中
か
ら
山
日
記
、
コ
ッ
ヘ
ル

な
ど
の
遺
品
を
持
ち
帰
っ
て
き
て
い
た

の
で
、
そ
の
遺
品
を
ボ
ナ
ッ
テ
イ
に
渡

し
た
。
彼
は
、
遺
品
を
ブ
ー
ル
の
未
亡

人
へ
手
渡
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
て
い
た
。

イ
タ
リ
ア
隊
は
歓
迎
の
お
茶
の
お
礼

に
と
、イ
タ
リ
ア
民
謡「
フ
ニ
ク
ラ
フ
ニ

ク
ラ
」と「
大
尉
の
遺
言
」を
見
事
な
３

部
合
唱
で
歌
っ
た
。
帰
路
に
つ
く
イ
タ

リ
ア
隊
の
服
装
は
、
グ
レ
ー
の
チ
ロ
リ

ア
ン
ハ
ッ
ト
に
グ
レ
ー
の
ニ
ッ
カ
ボ
ッ

カ
ー
、
エ
ン
ジ
の
セ
ー
タ
ー
に
エ
ン
ジ

の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
で
、
ス
チ
ー
ル
・
ポ

ー
ル
を
使
っ
て
軽
や
か
に
モ
レ
ー
ン
を

下
っ
て
い
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
隊
が
帰
っ
た
後
、
桑
原
隊

長
は
次
回
の
遠
征
ま
で
に
イ
タ
リ
ア
隊

と
同
じ
よ
う
に
、
３
部
合
唱
の
曲
を
歌

え
る
よ
う
に
用
意
す
る
こ
と
、
さ
ら
に

服
装
に
関
し
て
も
国
際
交
流
に
恥
じ
な

い
ス
タ
イ
ル
を
心
掛
け
る
よ
う
に
と
言

わ
れ
、
隊
員
た
ち
は
苦
笑
し
た
。

12
名
の
隊
員
の
う
ち
６
名
の
生
存
者

が
い
る
。『
花
嫁
の
峰
・
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
』

を
撮
影
し
た
名
物
カ
メ
ラ
マ
ン
で
、
１

０
１
歳
の
潮
田
三
代
治
。
初
め
て
日
本

に
高
所
医
学
会
を
開
設
し
た
ド
ク
タ
ー

中
島
道
郎
。
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
の
初
登
頂
者
、

平
井
一
正（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）は
シ

ェ
ル
ピ
・
カ
ン
リ
と
ク
ー
ラ
・
カ
ン
リ

初
登
頂
隊
の
隊
長
で
、
日
本
山
岳
会
名

誉
会
員
。
サ
ル
ト
ロ
・
カ
ン
リ
の
初
登

頂
者
・
高
村
泰
雄
（
京
都
大
学
名
誉
教

授
）。
ノ
シ
ャ
ッ
ク
の
初
登
頂
者
・
岩
坪

五
郎（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）と
、
最
年

少
者
の
私
（
８４
歳
・
元
日
本
山
岳
会
副

会
長
）で
あ
る
。

８
月
５
日
、
暑
い
京
都
に
三
十
余
名

が
集
ま
り
、
桑
原
武
夫
隊
長
の
お
墓
参

り
を
し
た
。
隊
長
か
ら
の
数
々
の
訓
え

に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
。
そ
の
後
チ
ョ

ゴ
リ
ザ
初
登
頂
60
周
年
を
祝
い
、
若
い

こ
ろ
の
隊
員
た
ち
の
顔
が
映
る
チ
ョ
ゴ

チ
ザ
の
映
画
を
鑑
賞
し
た
。

チ
ョ
ゴ
リ
ザ
会
は
、
今
回
で
解
散
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

60
年
前
の
私
の
山
日
記
に
、
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

「
目
前
に
素
晴
ら
し
い
山
が
見
え
る
。

冷
た
い
飛
行
機
の
窓
に
額
を
当
て
そ
の

山
の
威
容
に
魅
せ
ら
れ
る
。
…
…
ナ
ン

ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト
で
あ
る
。
生
ま
れ
て

初
め
て
見
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
を
眺
め

て
、
そ
の
中
で
８
０
０
０
ｍ
の
巨
峰
ナ

ン
ガ
は
勇
壮
を
誇
っ
て
い
る
。

美
し
い
メ
ル
ヘ
ン
ヴ
ィ
ー
ゼ
の
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
ラ
キ
オ
ッ
ト
・
ピ
ー

ク
、
シ
ル
バ
ー
ザ
ッ
テ
ル
を
経
て
最
後

の
頂
上
に
立
っ
た
超
人
的
登
山
家
ヘ
ル

マ
ン
・
ブ
ー
ル
の
偉
大
さ
を
、
い
ま
こ

の
自
分
の
目
で
し
み
じ
み
と
感
ず
る
。

私
は
こ
れ
か
ら
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル

の
遭
難
し
た
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
（
７
６
５
４

ｍ
）へ
登
り
に
行
く
の
で
あ
る
。私
は
心

の
中
で
必
ず
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
の
頂
上
に
立

つ
こ
と
を
誓
っ
た
。我
々
若
い
隊
員
、高

村
、
岩
坪
と
私
を
乗
せ
た
Ｄ
Ｃ
３
型
機

が
、
無
事
パ
ン
ジ
ャ
ブ
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
を

横
断
し
て
ス
カ
ル
ド
に
着
陸
し
た
の
は

１
９
５
８
年
６
月
19
日
で
あ
る
。」

私
は
一
生
の
う
ち
に
一
度
は
ヒ
マ
ラ

ヤ
へ
行
き
た
い
と
夢
を
抱
い
て
い
た
。

　

幸
運
に
も
加
藤
泰
安
副
隊
長
の
推
薦

で
桑
原
武
夫
隊
長
の
率
い
る
京
都
大
学

学
士
山
岳
会
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
登
山
隊
に
参

加
で
き
た
。

８
月
４
日
、
藤
平
、
平
井
の
両
隊
員

は
1８
時
間
の
苦
闘
を
乗
り
越
え
、
初
登

頂
に
成
功
し
た
。
私
は
登
頂
が
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

十
分
に
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
、
初

登
頂
の
感
激
を
仲
間
と
と
も
に
喜
ん
だ
。

６
７
０
０
ｍ
の
第
４
キ
ャ
ン
プ
で
は
、

ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
の
テ
ン
ト
を
発
見

し
た
。
岩
坪
と
２
人
で
１
週
間
滞
在
し

た
と
き
、
吹
雪
の
夜
に
は
、
ブ
ー
ル
の

テ
ン
ト
か
ら
亡
霊
が
出
る
の
で
は
な
い

か
と
恐
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

チ
ョ
ゴ
リ
ザ
登
山
を
終
え
た
８
月
12

日
、
イ
タ
リ
ア
隊
の
フ
ォ
ス
コ
・
マ
ラ

イ
ー
ニ
副
隊
長
と
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム

Ⅳ
峰
の
初
登
頂
者
ボ
ナ
ッ
テ
イ
ほ
か
２

名
が
我
々
の
Ｂ
Ｃ
を
訪
ね
て
き
た
。

マ
ラ
イ
ー
ニ
は
北
大
に
留
学
し
た
経

験
が
あ
る
の
で
、流
暢
な
日
本
語
で「
日

本
の
お
菓
子
と
日
本
の
お
茶
を
所
望
す

る
」と
き
た
か
ら
驚
い
た
。お
茶
で
お
互

A
N
N
IV
ER
S
A
R
Y

チ
ョ
ゴ
リ
ザ
初
登
頂
60
周
年
を
迎
え
て

芳
賀
孝
郎

ボナッティにブールの遺品を渡す‥
桑原隊長と加藤副隊長
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ム
と
、
高
山
市
日
和
田
に
地
震
計
２
台

を
設
置
し
て
い
た
が
、
少
し
ず
つ
観
測

機
器
の
設
置
を
増
や
し
、
観
測
態
勢
を

強
化
し
て
い
っ
た
。
１
９
９
１
年
と
２

０
０
７
年
の
小
規
模
な
噴
火
の
際
は
、

御
嶽
山
に
お
け
る
噴
火
の
先
行
現
象
な

ど
も
観
測
さ
れ
た
。
さ
ら
に
御
嶽
山
の

噴
火
の
歴
史
に
つ
い
て
も
、
調
査
・
研

究
が
火
山
地
質
学
者
ら
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
、
噴
火
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
歴
史
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
過
去
１
万
年

の
間
に
マ
グ
マ
噴
火
が
４
回
あ
り
、
雲

仙
・
普
賢
岳
と
同
等
ク
ラ
ス
の
噴
火
質

量
を
持
つ
噴
火
だ
っ
た
こ
と
や
、
８
０

０
０
年
間
に
は
11
回
の
水
蒸
気
爆
発
が

起
こ
っ
た
こ
と
が
、
地
層
に
残
る
火
山

灰
か
ら
推
定
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
3５
年
後
に
同
規
模

で
の
水
蒸
気
爆
発
が
勃
発
し
た
こ
と
は
、

誰
も
が
想
定
で
き
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
反
面
、
噴
火
予
測
が
ど
う

し
て
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
残
念
に
思

う
。
日
本
の
活
火
山
の
中
で
は
一
番
標

高
の
高
い
御
嶽
山
は
、
噴
火
と
い
う
自

然
の
猛
威
を
振
る
う
山
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
２
０
１
４
年
の
噴
火
の
際
は
、
王

滝
山
頂
に
長
野
県
が
設
置
し
た
地
震
計

が
故
障
し
、
貴
重
な
デ
ー
タ
を
得
る
設

備
が
稼
働
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

は
高
地
と
い
う
厳
し
い
山
岳
環
境
下
で

あ
り
、
噴
火
を
予
知
す
る
た
め
の
機
器

の
維
持
が
困
難
を
極
め
た
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
課
題
を
残
し
た
。

２
０
１
４
年
の
水
蒸
気
爆
発
は
、
１

９
７
９
年
の
火
口
と
は
異
な
り
、
標
高

２
８
０
０
ｍ
付
近
の
地
獄
谷
上
部
に
列

を
つ
く
る
火
口
群
と
、
一
ノ
池
火
口
西

斜
面
に
生
じ
た
割
れ
目
状
火
口
で
、
こ

れ
ま
で
に
火
口
の
痕
跡
も
な
か
っ
た
地

点
に
新
た
に
開
口
し
た
も
の
だ
っ
た
と

発
表
さ
れ
た
。

再
び
御
嶽
山
と
向
き
合
う

噴
火
に
遭
遇
し
た
私
は
、そ
の
後
、山

に
登
る
意
欲
が
薄
ら
い
で
し
ま
っ
た
。

意
識
外
で
私
の
身
体
が
山
を
拒
ん
だ
の

だ
ろ
う
か
。
約
１
年
間
は
御
嶽
山
を
望

２
０
１
４
年
９
月
27
日
午
前
11
時
５2

分
、
突
然
、
水
蒸
気
噴
火
を
起
こ
し
た

御
嶽
山
。
そ
の
日
、
黒
沢
コ
ー
ス
を
登

山
し
て
い
た
私
は
、
剣
ヶ
峰
を
目
指
し

て
９
合
目
の
上
、
王
滝
頂
上
と
二
ノ
池

と
の
分
岐
付
近
で
噴
火
に
遭
遇
し
た
。

写
真
家
の
私
は
、
噴
火
の
瞬
間
か
ら
噴

煙
に
包
ま
れ
る
ま
で
の
間
に
何
枚
か
の

写
真
を
撮
影
、
真
実
の
姿
を
伝
え
て
欲

し
い
と
い
う
報
道
関
係
者
の
要
望
に
お

応
え
し
、写
真
を
提
供
し
た（
本
会
報
で

も
２
０
１
５
年
９
月
号
で
既
報
）。

死
者
５6
名
、
行
方
不
明
者
７
名
と
い

う
大
惨
事
に
巻
き
込
ま
れ
た
皆
様
と
、

関
係
す
る
皆
様
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を

表
し
た
い
。
危
険
な
任
務
に
あ
た
っ
た

自
衛
隊
員
、
消
防
隊
員
、
警
察
官
ら
の

懸
命
な
人
命
救
助
や
捜
索
。
医
療
関
係

の
皆
様
の
手
厚
い
治
療
や
看
護
。
各
自

治
体
の
適
切
な
処
置
や
行
動
。
報
道
関

係
者
の
迅
速
な
情
報
公
開
を
す
る
た
め

の
惜
し
み
な
い
努
力
。
各
山
小
屋
の
登

山
者
に
対
す
る
身
の
安
全
保
護
や
受
け

入
れ
対
応
な
ど
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
皆

様
の
知
恵
と
、
汗
の
結
晶
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
私
は
思
う
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
皆
様
の
桁
違
い
の
人
間
愛
に
触

れ
た
こ
と
を
、
後
世
に
語
り
継
い
で
ゆ

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
て

い
る
。

１
９
７
９
年
に
有
史
以
来
の
噴
火

１
９
７
９
年
10
月
2８
日
、
有
史
以
来

の
噴
火
活
動
を
開
始
し
た
御
嶽
山
は
、

人
々
を
驚
愕
さ
せ
た
。
そ
の
と
き
の
噴

火
活
動
の
中
心
は
、
剣
ヶ
峰
の
南
側
直

下
に
新
し
く
生
成
さ
れ
た
小
規
模
な
火

口
群
で
、小
さ
な
諸
火
口
を
６
列
、約
５

０
０
ｍ
に
わ
た
り
形
成
し
た
と
さ
れ
る
。

御
嶽
山
に
お
け
る
そ
れ
ま
で
の
社
会

通
念
は
、
死
火
山
と
考
え
ら
れ
て
い
た

の
で
、見
事
に
覆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。火

山
活
動
へ
の
備
え
が
十
分
で
な
か
っ
た

こ
と
が
実
証
さ
れ
た
瞬
間
で
も
あ
り
、

政
府
は
直
ち
に
火
山
予
知
態
勢
の
見
直

し
作
業
を
実
施
。
活
火
山
の
数
が
66
山

か
ら
８3
山
へ
17
山
も
プ
ラ
ス
し
た
と
い

う
。
ち
な
み
に
、
予
知
連
絡
会
は
現
在

１
０
０
山
を
超
え
る
活
火
山
を
認
定
す

る
に
至
っ
て
い
る
。

１
９
７
９
年
の
噴
火
を
契
機
に
、
そ

れ
ま
で
御
嶽
山
に
は
王
滝
村
の
松
尾
ダ

R
EP
O
R
T

登
山
規
制
が
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
御
嶽
山津

野
祐
次

再建が進む二ノ池山荘（旧・二ノ池本館）の建設現場
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が
生
々
し
い
樹
木
や
植
物
た
ち
の
地
獄

の
様
相
と
、
賽
ノ
河
原
か
ら
三
ノ
池
や

飛
騨
頂
上
に
か
け
て
今
も
健
在
な
植
物

相
や
、
雷
鳥
の
生
息
す
る
豊
か
な
大
自

然
を
再
確
認
し
た
。
こ
の
相
反
す
る
両

面
を
併
せ
持
つ
御
嶽
山
は
、
山
岳
信
仰

の
殿
堂
と
な
り
得
る
地
形
と
自
然
を
内

包
す
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
を
魅
了
し

続
け
る
の
だ
ろ
う
と
改
め
て
思
う
。

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１
に
引
き
下
げ

御
嶽
山
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
、
２

０
１
４
年
９
月
の
噴
火
直
後
は「
３
」に
、

翌
年
６
月
に
は「
２
」に
、
２
０
１
８
年

８
月
21
日
に
は「
１
」へ
と
引
き
下
げ
ら

れ
た
。し
か
し
、王
滝
頂
上
や
剣
ヶ
峰
へ

の
立
ち
入
り
規
制
は
引
き
続
き
残
っ
て

い
る
。登
山
者
の
安
全
を
第
一
に
、王
滝

頂
上
山
荘
と
剣
ヶ
峰
付
近
の
宿
泊
施
設

は
設
置
せ
ず
、
登
山
者
が
滞
在
し
な
い

通
過
型
と
し
、シ
ェ
ル
タ
ー
や
避
難
小
屋

を
整
備
す
る
と
い
う
。
剣
ヶ
峰
山
頂
直

下
に
限
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
30
名
収

容
可
能
な
シ
ェ
ル
タ
ー
３
基
の
設
置
が

整
い
、
９
月
26
日
正
午
～
10
月
８
日
ま

で
の
期
間
限
定
で
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
。

王
滝
コ
ー
ス
に
関
し
て
は
、
２
０
１

９
年
度
以
降
の
全
解
除
を
目
指
す
と
い

う
。
濁
河
温
泉
ル
ー
ト
は
、
登
山
口
付

近
か
ら
新
た
な
道
が
開
通
し
、
飛
騨
頂

上
を
経
て
二
ノ
池
ま
で
上
が
れ
る
。
開

田
コ
ー
ス
は
三
ノ
池
を
経
て
二
ノ
池
ま

で
通
行
可
能
で
あ
る
。
一
方
、
山
小
屋

は
黒
沢
コ
ー
ス
７
合
目
の
行
場
小
屋
、

８
合
目
の
女
人
堂
、
９
合
目
直
下
の
石

室
山
荘
、
二
ノ
池
ヒ
ュ
ッ
テ
、
五
ノ
池

小
屋
は
す
で
に
営
業
を
開
始
し
て
い
る
。

黒
沢
コ
ー
ス
８
合
目
～
三
ノ
池
間
は
、

台
風
通
過
後
や
多
量
の
降
雨
後
に
コ
ー

ス
が
崩
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
登

山
前
に
ウ
ェ
ブ
上
で
検
索
す
る
な
ど
し

て
か
ら
入
山
し
た
い
。
ま
た
、
各
コ
ー

ス
と
も
気
象
庁
の
御
嶽
山
噴
火
活
動
状

況
な
ど
を
把
握
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
マ

ス
ク
を
用
意
す
る
な
ど
、
突
発
的
な
噴

火
に
十
分
備
え
た
上
で
登
山
計
画
を
立

て
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
、
長

野
・
岐
阜
の
両
県
、
御
嶽
山
を
取
り
巻

く
各
市
町
村
は
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
登
山
者
の
安
全
対
策
を
吟
味

し
、
実
行
に
向
け
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
山
を
愛
す
る
私
た
ち
に
は
あ
り

が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

御
嶽
山
は
日
本
一
を
い
く
つ
も
持
っ

て
い
る
。
活
火
山
の
中
で
は
一
番
標
高

が
高
く
、
湖
と
滝
も
一
番
高
い
。
誰
も

が
安
全
に
登
山
で
き
る
日
が
早
く
来
て

欲
し
い
と
私
も
願
っ
て
い
る
。

（
写
真
家
、
伊
那
市
在
住
、
日
本
山
岳
写

真
協
会
南
信
支
部
長
）

む
こ
と
の
で
き
る
御
嶽
山
麓
を
訪
れ
、

献
花
台
に
足
を
運
ん
だ
り
、
御
嶽
山
を

飽
き
る
こ
と
な
く
眺
め
た
。
夜
半
、
体

が
震
え
て
硬
直
状
態
の
症
状
や
、
呼
吸

が
困
難
に
な
っ
た
り
す
る
と
き
も
あ
っ

た
。し
か
し
、心
の
底
か
ら
山
の
自
然
と

写
真
が
好
き
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な

く
、
再
び
ザ
ッ
ク
に
カ
メ
ラ
機
材
を
忍

ば
せ
山
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
た
。
私

を
支
援
し
続
け
て
く
れ
、
長
谷
ア
ル
プ

ス
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
運
営
す
る
㈱

ヤ
マ
ウ
ラ
を
は
じ
め
伊
那
市
長
や
山
の

仲
間
、
友
人
た
ち
の
励
ま
し
の
お
陰
で

あ
っ
た
。

再
び
御
嶽
山
を
訪
ね
た
の
は
２
０
１

７
年
６
月
16
日
。
実
に
２
年
９
ヶ
月
ぶ

り
の
入
山
で
あ
っ
た
。
新
緑
が
鮮
や
か

な
黒
沢
コ
ー
ス
８
合
目
を
越
え
、
８
合

目
半
あ
た
り
で
は
黒
く
焦
げ
た
炭
状
の

高
山
植
物
を
目
の
当
た
り
に
し
、
残
雪

の
急
斜
面
を
踏
ん
で
９
合
目
に
出
た
。

さ
ら
に
二
ノ
池
で
は
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
敷
き
詰
め
た
よ
う
な
光
景
を
目
に
し
、

泥
炭
状
の
降
灰
大
地
に
足
跡
を
残
し
つ

つ
賽
ノ
河
原
へ
下
り
、
摩
利
支
天
山
を

往
復
し
た
。
ハ
イ
マ
ツ
が
立
ち
枯
れ
た

斜
面
や
、
生
々
し
い
噴
火
の
跡
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
残
っ
て
い
た
。
剣
ヶ
峰
の

山
頂
へ
は
入
山
規
制
の
た
め
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
近
く
で
眺

め
た
光
景
は
、
ま
る
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
鎧
を
ま
と
っ
た
よ
う
な
剣
ヶ
峰
の
山

姿
で
あ
っ
た
。

噴
き
昇
る
水
蒸
気
、
噴
火
の
被
害
跡

南方から見た、水蒸気の昇る地獄谷火口と剣ヶ峰（奥）

賽ノ河原では、今も変わらず高山植物が花を咲かせる
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後
、
弥
陀
ヶ
池
経
由
で
山
頂
駅
に
戻
り
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
麓
駅
に
1４
時
５
分
到

着
、湯
元
温
泉
に
移
動
し
1５
時
1５
分
、解

散
し
ま
し
た
。

那
須
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
＆
清
掃

登
山９

月
１
日
㈯
、
峠
の
茶
屋
見
晴
ら
し

園
地
で
開
催
さ
れ
た
前
夜
祭
に
は
関
係

者
30
名
が
参
加
し
、
1８
時
よ
り
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
21
時
ま
で
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

９
月
２
日
㈰
、
那
須
岳
山
域
の
美
化

を
目
的
に
、
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

＆
清
掃
登
山
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
も
山
の
日
協
議
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
の
開
催
で
、
小
雨
の
中
、
７
時

30
分
か
ら
峠
の
茶
屋
駐
車
場
で
1８
団
体

１
１
４
名
が
参
加
し
、
開
会
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

本
支
部
か
ら
は
５
名
が
参
加
し
、
茶

臼
岳
～
牛
ヶ
首
～
南
月
山
の
コ
ー
ス
で

清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
雨
も
上

が
り
晴
れ
間
の
見
え
る
中
、
８
時
に
峠

の
茶
屋
を
出
発
。
峰
の
茶
屋
か
ら
登
り

９
時
４0
分
、
茶
臼
岳
に
到
着
。
茶
臼
岳

か
ら
は
３
６
０
度
の
展
望
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
暑
く
も
な
く
寒
く

も
な
く
絶
好
の
登
山
日
和
で
し
た
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
頂
駅
経
由
で
10
時

４0
分
、
牛
ヶ
首
に
到
着
し
、
天
気
も
良

い
の
で
予
定
ど
お
り
南
月
山
を
往
復
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
途
中
、
リ
ン
ド

ウ
や
ト
リ
カ
ブ
ト
の
花
を
眺
め
な
が
ら

の
楽
し
い
山
行
と
な
り
ま
し
た
。
11
時

４0
分
、
南
月
山
に
到
着
し
、
昼
食
に
し

ま
し
た
。
12
時
４0
分
、
牛
ヶ
首
に
到
着
。

峰
の
茶
屋
経
由
で
峠
の
茶
屋
に
戻
り
、

13
時
30
分
、
峠
の
茶
屋
に
て
解
散
し
ま

し
た
。

登
山
道
に
は
ほ
と
ん
ど
ゴ
ミ
は
落
ち

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
清
掃
活
動
を

す
る
こ
と
が
一
般
登
山
者
へ
の
啓
蒙
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
清

掃
登
山
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

本
支
部
に
お
い
て
、
支
部
創
設
以
来

継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
「
日
光
清
掃

登
山
」お
よ
び「
那
須
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
＆
清
掃
登
山
」
の
２
事
業
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。「
日
光
清
掃
登
山
」

は
栃
木
県
山
岳
連
盟
と
の
共
催
事
業
、

「
那
須
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
＆
清

掃
登
山
」
は
栃
木
県
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
、
栃
木
県
勤
労
者

山
岳
連
盟
と
共
催
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
２
事
業
は
、平
成
23
年
度
か
ら「
山

の
日
制
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と

し
て
取
り
組
み
、
山
の
日
の
普
及
と
啓

発
活
動
を
兼
ね
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

日
光
清
掃
登
山

６
月
30
日
㈯
に
日
光
湯
元
キ
ャ
ン
プ

場
で
、17
時
よ
り
栃
木
県
自
然
環
境
課
・

丸
山
哲
也
氏
に
よ
る「
日
光
に
お
け
る
、

こ
れ
ま
で
の
シ
カ
対
策
」
と
題
し
た
講

演
会
を
開
催
。
そ
の
後
1８
時
30
分
よ
り

21
時
ま
で
、
清
掃
登
山
に
先
立
ち
関
係

者
４9
名
が
参
加
し
、
栃
木
県
山
岳
連
盟

自
然
保
護
委
員
会
主
催
の
前
夜
祭
が
、

湯
元
キ
ャ
ン
プ
場
の
炊
事
場
を
中
心
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

翌
７
月
１
日
㈰
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

1８
団
体
１
２
８
名
の
参
加
の
下
、
朝
７

時
30
分
に
湯
元
の
ビ
ジ
タ
ー
・
セ
ン
タ

ー
前
広
場
で
開
会
行
事
を
実
施
し
た
の

ち
、
各
会
に
分
か
れ
て
清
掃
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
本
支
部
は
会
員
５
名
と

一
般
参
加
者
４
名
で
、
親
子
登
山
教
室

の
下
見
を
兼
ね
て
日
光
白
根
山
に
登
山

し
ま
し
た
。
た
だ
、
ゴ
ミ
は
全
部
で
５

個
拾
っ
た
だ
け
。
そ
れ
も
セ
ロ
ハ
ン
の

切
れ
端
と
か
、
小
さ
な
金
具
し
か
落
ち

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

登
山
者
が
多
く
、
渋
滞
ぎ
み
。
特
に

山
頂
で
の
お
昼
は
無
理
と
の
判
断
か
ら
、

山
頂
手
前
の
尾
根
で
昼
食
に
し
ま
し
た
。

男
体
山
は
も
ち
ろ
ん
中
禅
寺
湖
が
見
え
、

絶
景
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

親
子
登
山
教
室
の
下
見
を
兼
ね
て
お

り
、
休
憩
ポ
イ
ン
ト
や
下
山
ル
ー
ト
を

確
認
し
ま
し
た
。
弥
陀
ヶ
池
へ
下
り
ま

し
た
が
、
急
斜
面
で
岩
場
の
た
め
落
石

を
受
け
る
危
険
が
想
定
さ
れ
、
親
子
登

山
教
室
で
は
危
険
と
判
断
し
、
ピ
ス
ト

ン
と
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

11
時
４５
分
、
日
光
白
根
山
頂
に
到
着

R
EP
O
R
T

支
部
創
設
以
来
、
日
光
と
那
須
で

清
掃
登
山
を
実
施
中栃

木
支
部
自
然
保
護
委
員
長　

石
澤
好
文

参加者の皆さんで記念撮影。「山の日」をアピールする
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ず
か
数
㎝
の
蛹
の
中
で
起
き
て
い
る
こ

と
が
不
思
議
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
ろ
そ
ろ
羽
化
が
始
ま

る
と
思
わ
れ
る
２
週
間
が
過
ぎ
、
さ
ら

に
時
が
流
れ
て
ひ
と
月
が
過
ぎ
て
も
、

蛹
に
は
一
向
に
変
化
の
兆
し
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
諦
め
き
れ
ず
に
観
察

し
て
い
た
あ
る
朝
、
笹
ヤ
ブ
の
奥
か
ら

１
頭
の
コ
ヒ
オ
ド
シ
が
ハ
タ
ハ
タ
と
飛

び
出
し
て
き
て
、
山
研
の
外
壁
に
と
ま

り
ま
し
た
。
翅
は
潤
い
を
帯
び
て
ビ
ロ

ー
ド
の
よ
う
に
な
め
ら
か
で
、
ひ
と
目

で
羽
化
し
た
ば
か
り
と
分
か
り
ま
し
た
。

き
っ
と
見
え
な
い
所
で
羽
化
し
た
個
体

で
す
。
カ
メ
ラ
を
片
手
に
じ
わ
じ
わ
と

詰
め
寄
り
写
真
を
撮
っ
て
み
る
と
、
ま

だ
翅
の
一
部
が
折
り
畳
ま
れ
た
ま
ま
で

す
。
そ
の
コ
ヒ
オ
ド
シ
は
、
ゆ
っ
く
り

と
翅
を
開
閉
し
な
が
ら
、
随
分
と
長
い

時
間
、壁
に
と
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、い

つ
の
間
に
か
ど
こ
か
へ
飛
ん
で
い
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
例
の
蛹
は

と
い
う
と
、
幾
度
目
か
の
台
風
で
つ
い

に
落
下
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、結
局
、今

年
は
１
羽
も
羽
化
の
瞬
間
に
立
ち
会
う

こ
と
が
で
き
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

ツ
ガ
カ
レ
ハ（
栂
枯
葉
）と
い
う
蛾
と

の
忘
れ
ら
れ
な
い
出
会
い
も
あ
り
ま
し

た
。
７
月
中
旬
、
い
つ
も
の
よ
う
に
裏

の
テ
ラ
ス
で
洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
と
、

物
干
し
竿
の
端
に
小
指
の
頭
ほ
ど
の
白

い
繭
が
付
い
て
い
る
の
を
見
付
け
ま
し

た
。
こ
ん
な
所
に
と
思
い
つ
つ
、
邪
魔

で
も
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
翌
日
、
お
そ
ら
く
そ
の

繭
の
毒
針
が
付
着
し
た
シ
ャ
ツ
を
、
そ

う
と
は
知
ら
ず
に
着
て
し
ま
い
、
首
か

ら
背
中
に
か
け
て
蕁
麻
疹
状
に
赤
い
腫

れ
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
見
か

ね
た
山
研
委
員
に
促
さ
れ
て
皮
膚
科
医

院
へ
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

美
し
い
女
医
さ
ん
は
症
状
を
見
る
や

「
毛
虫
ね
」と
言
い
な
が
ら
、
す
ぐ
さ
ま

最
強
の
ス
テ
ロ
イ
ド
を
処
方
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
ん
な
散
々
な
目
に
遭
い
は

し
ま
し
た
が
、
や
は
り
虫
を
恨
む
気
に

は
な
れ
ず
、
こ
ち
ら
が
注
意
す
れ
ば
済

む
こ
と
だ
か
ら
と
正
体
を
突
き
止
め
た

と
こ
ろ
、
ツ
ガ
カ
レ
ハ
と
い
う
蛾
の
幼

虫
の
繭
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ツ
ガ
カ
レ
ハ
は
成
虫
に
な
る
と
毒
は
持

ち
ま
せ
ん
が
、
幼
虫
の
体
と
繭
に
は
小

さ
な
毒
針
が
仕
込
ま
れ
て
い
て
、
う
っ

か
り
触
れ
て
気
付
か
ず
に
い
る
と
、
掻

く
た
び
に
毒
針
が
砕
け
て
ど
ん
ど
ん
広

が
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
恐
る
べ
き
防
衛
機
能
は
、
苛
酷
な

自
然
の
中
で
弱
者
が
生
き
延
び
る
た
め

の
精
一
杯
の
知
恵
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ヒ
オ
ド
シ（
小
緋
縅
）と
い
う
蝶
は

成
虫
で
越
冬
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス
20
度

Ｃ
の
上
高
地
の
冬
を
、
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
て
い
る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

ま
だ
雪
の
残
る
４
月
の
開
所
直
後
、
山

研
テ
ラ
ス
の
陽
だ
ま
り
で
翅
を
広
げ
て

い
る
姿
を
よ
く
見
掛
け
ま
す
。
６
月
に

な
る
と
、
新
し
く
生
ま
れ
た
幼
虫
た
ち

が
、
食
草
の
イ
ラ
ク
サ
で
群
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
幼
虫
は
黒
い
毛
虫
な
の

で
嫌
悪
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
ど
こ
に
で

も
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
高
山
蝶

で
す
か
ら
、興
味
の
あ
る
人
な
ら
ば「
お

や
っ
」と
気
付
い
て
覗
き
込
み
ま
す
。

そ
の
コ
ヒ
オ
ド
シ
の
幼
虫
が
、
今
年

は
山
研
の
周
り
の
イ
ラ
ク
サ
に
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
発
生
し
ま
し
た
。
自
然
界

の
常
と
し
て
成
長
す
る
に
つ
れ
て
数
は

減
り
、
終
齢
幼
虫
の
こ
ろ
に
は
、
見
え

る
範
囲
に
10
匹
ほ
ど
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
蛹
化
を
確
認
で
き
た
の
は
、

そ
の
う
ち
の
わ
ず
か
３
匹
で
し
た
。
蛹

に
な
る
と
き
、
彼
ら
は
イ
ラ
ク
サ
か
ら

笹
へ
と
移
動
し
ま
す
が
、
蛹
化
の
仕
方

は
実
に
三
者
三
様
で
し
た
。
最
初
の
１

匹
は
笹
の
茎
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
は
み
た

も
の
の
、
そ
の
後
に
続
い
た
長
雨
に
打

た
れ
過
ぎ
た
の
か
、
ほ
ど
な
く
落
下
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
２
匹
目
は
笹
の
葉

の
裏
側
に
ぶ
ら
下
が
り
、
念
入
り
に
も

う
１
枚
の
葉
を
糸
で
引
き
上
げ
て
、
横

に
も
雨
除
け
を
作
り
ま
し
た
。
最
後
の

３
匹
目
も
葉
の
裏
側
に
ぶ
ら
下
が
り
ま

し
た
が
、
こ
の
子
は
横
の
壁
ま
で
は
作

ら
ず
、
や
は
り
数
日
後
に
は
消
え
て
い

ま
し
た
。
そ
う
し
て
唯
一
残
っ
た
２
匹

目
の
蛹
を
観
察
す
る
こ
と
が
、
私
の
当

面
の
日
課
と
な
り
ま
し
た
。
変
態
と
い

う
、私
の
理
解
を
超
え
た
出
来
事
が
、わ

さ
ん
け
ん
通
信

コ
ヒ
オ
ド
シ
と
ツ
ガ
カ
レ
ハ

元
川
里
美

羽化したばかりのコヒオドシ。まだ右翅が一部開いていない
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昭
和
2８
年
12
月
2８
日
か
ら
翌
年
１
月

13
日
に
か
け
て
中
ノ
岳
に
再
挑
戦
。
１

月
７
日
に
登
頂
を
果
た
し
た
が
、
西
海

岸
か
ら
挑
ん
で
い
た
北
大
山
岳
部
が
す

で
に
１
日
に
登
っ
て
い
て
、
残
念
な
が

ら
第
２
登
と
な
る
。
こ
の
記
録
を
『
岳

人
』72
号（
昭
和
29
年
４
月
号
）に
、小
須

田
喜
夫「
北
海
道
・
中
ノ
岳
登
山
」と
題

し
て
寄
稿
、
写
真
、
略
図
入
り
で
４
ペ

ー
ジ
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。

昭
和
29
年
12
月
29
日
か
ら
翌
年
１
月

12
日
に
か
け
て
、
知
床
半
島
・
羅
臼
岳

か
ら
硫
黄
山
へ
の
冬
期
初
縦
走
を
成
し

遂
げ
た
。
27
年
末
か
ら
京
都
大
学
山
岳

部
が
知
床
岳
よ
り
硫
黄
山
東
峰
ま
で
縦

走
し
た
が
、
本
峰
に
は
登
っ
て
い
な
い

の
で
、
こ
の
計
画
を
実
施
し
た
。

昭
和
3４
年
７
月
に
、
清
水
孔
版
社
か

ら
山
岳
雑
誌『
北
海
道
の
山
』が
創
刊
さ

れ
た
。小
須
田
さ
ん
は
３
号
に「
初
心
者

の
た
め
の
冬
山
指
針
」を
、
７
号
に「
冬

山
経
験
・
雪
を
み
た
ら
な
だ
れ
を
思

え
」な
ど
、登
山
技
術
指
導
の
原
稿
を
執

筆
さ
れ
て
い
る
。

私
が
小
須
田
さ
ん
と
頻
繁
に
会
う
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
２
年
５
月
開

催
の
日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部
総
会
で
、

第
５
代
支
部
長
に
就
任
し
て
か
ら
で
あ

る
。
当
時
、
私
は
編
集
委
員
を
担
当
し
、

支
部
運
営
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
奔
走

し
て
い
て
、
支
部
長
か
ら
多
く
の
書
状

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
特
に
登
山
行
事

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
参
加
者
を
募
っ

て
い
た
。
平
成
２
年
の
狩
場
山
、
十
勝

岳
か
ら
富
良
野
岳
。３
年
の
雷
電
山
、羊

蹄
山
、
雄
鉾
岳
。
４
年
の
ニ
セ
コ
ア
ン

ヌ
プ
リ
、
比
布
岳
か
ら
愛
別
岳
、
芽
室

岳
な
ど
諸
行
事
が
思
い
出
さ
れ
る
。

支
部
長
退
任
後
は
、
評
議
員
を
平
成

５
年
か
ら
４
年
間
務
め
ら
れ
、
2５
年
に

永
年
会
員
と
な
ら
れ
た
。

平
成
11
年
７
月
に
、
日
本
山
岳
会
北

海
道
支
部
は
創
立
か
ら
30
周
年
を
迎
え

た
が
、
記
念
誌『
北
海
道
山
岳
』に
、
小

須
田
さ
ん
に
は「
中
ノ
岳（
ル
ウ
ト
ウ
ル

オ
マ
ッ
プ
岳
）
～
そ
の
時
代
の
回
想
あ

れ
こ
れ
～
」
と
題
し
て
執
筆
し
て
い
た

だ
い
た
。

平
成
1４
年
春
、
独
り
で
朝
里
岳
に
ス

キ
ー
で
出
掛
け
、
そ
の
年
の
７
月
に
脳

梗
塞
で
倒
れ
て
５
ヶ
月
間
入
院
。
そ
の

後
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
に
通
院
、
在
宅
介

護
を
受
け
な
が
ら
車
椅
子
生
活
に
。
平

成
30
年
４
月
に
発
熱
し
、
肺
炎
の
疑
い

で
愛
全
病
院
に
入
院
。
６
月
３
日
夕
刻
、

病
状
が
急
変
し
、
ご
家
族
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
永
眠
さ
れ
た
。

最
後
に
、
日
本
山
岳
会
に
は
永
年
の

ご
交
誼
に
深
謝
申
し
上
げ
、
故
人
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

追
悼
・
小
須
田
喜
夫
さ
ん

�
高
澤
光
雄

小
須
田
喜
夫
さ
ん
は
、
戦
前
の
学
生

時
代
は
東
北
薬
科
大
学
山
岳
部
に
所
属

し
、
蔵
王
山
や
大
朝
日
岳
、
早
池
峰
山

な
ど
に
登
っ
て
い
た
。
戦
時
中
は
陸
軍

旭
川
北
部
第
三
部
隊
に
入
隊
し
、
軍
隊

の
ス
キ
ー
部
長
を
務
め
ら
れ
、
近
郊
の

山
で
指
導
登
山
に
勤
し
む
。
終
戦
で
復

員
後
は
、
大
衆
登
山
を
目
指
し
て
い
た

札
幌
山
岳
倶
楽
部
に
入
部
し
、
昭
和
2４

年
12
月
か
ら
翌
年
１
月
に
か
け
て
、
十

勝
三
股
か
ら
音
更
山
、
石
狩
岳
を
縦
走

し
て
い
る
。

北
大
山
岳
部
員
の
中
野
征
紀
氏
か
ら

「
日
高
山
脈
の
中
ノ
岳
は
、中
ノ
川
か
ら

頂
上
へ
は
、ま
だ
誰
も
登
っ
て
い
な
い
」

と
知
ら
さ
れ
、
中
ノ
岳
登
山
を
決
意
す

る
。
そ
し
て
、
昭
和
26
年
12
月
か
ら
翌

年
１
月
に
か
け
て
、
こ
の
未
踏
の
中
ノ

川
か
ら
中
ノ
岳
に
挑
ん
だ
が
、
参
加
者

の
登
山
技
術
が
揃
わ
ず
、
頂
上
直
下
で

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

昭
和
27
年
に
小
須
田
さ
ん
は
札
幌
山

岳
倶
楽
部
を
退
会
し
、
同
年
３
月
23
日

に
札
幌
山
岳
会
を
組
織
し
、
会
長
を
歴

任
す
る
。

　
　

O B I T U A R Y

追

　
　悼

小須田喜夫（こすだ・よしお）
会員番号3593
（1949年入会、1964年復活）
1921年3月6日　札幌市生まれ‥‥
戦前は東北薬科大学山岳部、
戦時中は陸軍旭川北部第3部
隊に入隊、スキー登山を指導‥
万有製薬㈱札幌支店に勤務

1952年3月　札幌山岳会を創設
1954年1月7日　日高山脈の東海岸
から遡行し、中ノ岳登頂

1954年12月2８日〜５５年1月12日‥
知床半島・羅臼岳から硫黄山
本峰へ冬期初縦走

1990年　北海道支部長に就任
2018年6月3日　逝去、享年9８
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京
都
は
三
方
を
山
で
囲
ま
れ
ア
プ
ロ

ー
チ
が
短
く
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い

る
。
頂
上
に
立
派
な
神
社
が
あ
る
愛
宕

山（
９
２
４
ｍ
）や
延
暦
寺
で
有
名
な
比

叡
山（
８
４
８
ｍ
）、大
文
字
山（
４
６
６

ｍ
）な
ど
は
登
山
者
も
多
い
。と
こ
ろ
が

北
山
の
桟
敷
ヶ
岳（
８
９
６
ｍ
）、
雲
取

山（
９
１
１
ｍ
）、
品
谷
山（
８
８
１
ｍ
）

な
ど
、
意
外
に
も
登
山
者
に
会
わ
な
い

静
か
な
山
も
多
い
。同
じ
北
山
で
は
、静

か
で
途
中
に
八
丁
平
と
い
う
高
層
湿
原

が
あ
っ
て
変
化
に
富
み
、
頂
上
は
疎
林

に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
北
山
で
は
展
望

が
良
い
方
の
峰
床
山（
９
７
０
ｍ
）を
お

薦
め
し
た
い
。
頂
上
か
ら
芦
生
原
生
林

を
眺
め
た
の
ち
、
オ
グ
ロ
坂
峠
を
経
て

樹
林
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
鎌
倉
山
（
９

５
０
ｍ
）に
も
登
っ
て
、鯖
街
道
の
滋
賀

県
坊
村
へ
と
下
っ
た
。‥

岡
山
県
の
後
山（
１
３
４
４
ｍ
）は
県

の
最
高
峰
で
、
地
元
の
登
山
者
が
け
っ

こ
う
登
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
稜
線

を
西
へ
20
分
で
船
木
山（
１
３
３
４
ｍ
）、

さ
ら
に
西
へ
１
時
間
進
ん
で
駒
ノ
尾
山

（
１
２
８
１
ｍ
）ま
で
来
る
と
、
静
か
な

山
頂
か
ら
は
、
後
山
へ
の
緩
や
か
な
稜

線
の
山
並
み
と
、
南
東
に
は
一
等
三
角

点
の
日
名
倉
山（
１
０
４
７
ｍ
）も
見
え

て
眺
め
が
良
く
、
お
薦
め
し
た
い
。
岡

山
か
ら
は
も
う
１
つ
、
三
百
名
山
で
登

山
者
が
多
い
那
岐
山（
１
２
５
５
ｍ
）頂

上
か
ら
稜
線
を
西
へ
10
分
で
三
角
点
ピ

ー
ク（
１
２
４
０
ｍ
）が
あ
り
、
左（
南
）

へ
向
か
う
と
キ
ャ
ン
プ
場
方
面
へ
の
道

で
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
西
へ
１
時
間
ほ

ど
進
む
と
滝
山（
１
１
９
６
ｍ
）に
着
く
。

静
か
で
展
望
も
良
く
、
剱
岳
の
測
量
で

有
名
な
柴
崎
芳
太
郎
が
設
置
し
た
一
等

三
角
点
が
あ
る
。
こ
の
山
も
お
薦
め
し

た
い
。

福
岡
市
の
南
、
脊
振
山
系
の
山
々
の

雷
山
（
９
５
５
ｍ
）、
井
原
山
（
９
８
３

ｍ
）、
金
山
（
９
６
７
ｍ
）、
猟
師
岩
山

（
８
９
３
ｍ
）な
ど
は
、
大
宰
府
か
ら
登

る
宝
満
山（
８
３
０
ｍ
）と
と
も
に
福
岡

市
民
に
親
し
ま
れ
、登
山
者
が
多
い
。対

し
て
山
系
の
主
峰
・
脊
振
山
（
１
０
５

５
ｍ
）
か
ら
稜
線
を
南
東
へ
２
時
間
弱

の
蛤
岳（
８
６
３
ｍ
）は
訪
れ
る
登
山
者

が
少
な
く
、静
か
で
お
薦
め
し
た
い
。頂

上
に
は
直
径
３
ｍ
の
蛤
岩
が
あ
り
、
樹

林
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
樹
間
か
ら
東
に

九
千
部
山（
８
４
８
ｍ
）、西
に
天
山（
１

０
４
６
ｍ
）を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。下

山
を
南
に
と
る
と
、
４
０
０
年
前
、
鍋

島
藩
に
よ
っ
て
灌
漑
用
と
し
て
造
ら
れ
、

今
も
使
わ
れ
て
い
る
蛤
水
道
に
沿
っ
て

歩
き
、
や
が
て
坂
本
峠
に
着
く
。
近
く

に
は
吉
野
ヶ
里
遺
跡
が
あ
る
。

宮
崎
県
椎
葉
村
の
南
隣
に
位
置
す
る

N

S

会員の皆様のご意見、エッセイ、
俳句、短歌、詩などを掲載する
ページです。どしどしご投稿く
ださい。（紙面に限りがありま
すので、１点につき1000字程
度でお願いします）

東西
南北

続
々
・
秘
峰
登
山
の
ス
ス
メ

〈
下
〉

西
川
元
禧

八
ヶ
岳
は
山
小
屋
が
適
所
に
た
く
さ

ん
あ
り
、
し
か
も
あ
り
が
た
い
こ
と
に

通
年
営
業
し
て
い
る
の
で
一
年
中
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
山
小
屋
を
利
用
し

な
が
ら
蓼
科
山（
２
５
３
１
ｍ
）を
ス
タ

ー
ト
し
て
双
子
山
～
大
岳
～
北
横
岳

（
２
４
８
０
ｍ
）と
い
う
具
合
に
、
北
八

ツ
か
ら
主
稜
線
を
赤
岳（
２
８
９
９
ｍ
）

～
権
現
岳
～
編
笠
山（
２
５
２
４
ｍ
）～

小
淵
沢
ま
で
歩
い
た
。
こ
の
と
き
、
北

八
ツ
の
中
山
峠
少
し
手
前
の
主
稜
線
か

ら
分
か
れ
て
北
東
へ
樹
林
帯
を
５0
分
で

到
着
す
る
ニ
ュ
ウ
（
２
３
５
２
ｍ
）
は
、

静
か
で
頂
上
は
展
望
も
良
い
。
八
ヶ
岳

南
部
で
は
編
笠
山
手
前
の
青
年
小
屋
か

ら
西
に
１
時
間
で
行
け
る
西
岳
（
２
３

９
８
ｍ
）も
静
か
で
、八
ヶ
岳
核
心
部
の

阿
弥
陀
岳（
２
８
０
５
ｍ
）、
赤
岳
、
権

現
岳
な
ど
の
岩
峰
群
を
間
近
に
眺
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
ど
ち
ら
も
秘
峰
と
し

て
お
薦
め
し
た
い
。

北
ア
ル
プ
ス
か
ら
は
雲
ノ
平
の
祖
父

岳（
２
８
２
５
ｍ
）を
追
加
し
た
い
。
雲

ノ
平
の
幕
営
地
か
ら
１
時
間
ほ
ど
で
登

る
こ
と
が
で
き
る
。
古
い
ケ
ル
ン
が
い

く
つ
も
あ
る
の
で
、
昔
か
ら
登
山
者
が

登
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
が
、
今
は
だ
れ

も
い
な
い
。周
り
を
薬
師
岳（
２
９
２
６

ｍ
）、
黒
部
五
郎
岳（
２
８
４
０
ｍ
）、
三

俣
蓮
華
岳（
２
８
４
１
ｍ
）、鷲
羽
岳（
２

９
２
４
ｍ
）、
ワ
リ
モ
岳
（
２
８
８
８

ｍ
）、
水
晶
岳（
２
９
８
６
ｍ
）、
赤
牛
岳

（
２
８
６
４
ｍ
）に
囲
ま
れ
、
遠
く
北
に

は
立
山
・
剱
岳
、
南
に
は
槍
・
穂
高
の

山
々
も
見
え
る
贅ぜ

い

沢た
く

な
眺
め
。
翌
朝
は

３
時
間
下
っ
て
高
天
原
の
露
天
風
呂
で
、

正
面
に
足
下
の
黒
部
川
か
ら
頂
上
ま
で

の
薬
師
岳
の
大
き
な
山
体
を
見
上
げ
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
湯
に
浸
か
っ
た
の
ち
、

岩
苔
小
谷
を
登
り
、
水
晶
岳
～
赤
牛
岳

を
経
て
黒
部
湖
へ
と
下
っ
た
。
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西
米
良
村
に
は
、
村
の
中
心
を
流
れ
る

一
ツ
瀬
川
を
挟
ん
で
西
に
市
房
山
（
１

７
２
１
ｍ
）、
東
に
石
堂
山（
１
５
４
１

ｍ
）、そ
の
南
に
天
包
山（
１
１
８
９
ｍ
）

が
あ
り
、
米
良
三
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

登
山
者
が
多
い
二
百
名
山
の
市
房
山
に

対
し
て
石
堂
山
は
登
山
者
が
少
な
く
静

か
だ
。
登
山
口
か
ら
３
時
間
で
着
く
頂

上
に
は
、
霧
島
六
社
権
現
の
祠
が
あ
る
。

疎
林
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
西
に
市
房
山
、

南
に
は
霧
島
連
山
、東
に
は
尾
鈴
山（
１

４
０
５
ｍ
）な
ど
が
見
え
る
。５
月
に
は

市
房
山
と
同
様
、
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
や

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
咲
い
て
登
山
の
楽
し

み
が
増
え
る
。
秘
峰
と
し
て
お
薦
め
し

た
い
。‥

（
完
）

平成30年度年次晩餐会のお知らせ
総務委員会

　12月1日㈯、京王プラザホテルにて年次晩餐会
を行ないます。
　案内状は、昨年同様会報「山」（10月号）に同封し
て発送いたします。申し込み方法は、参加費の振
込み（同封の振込用紙を使用）によるものとさせて
いただきます。
　平成最後の展示・講演など記憶に残る催し物を
考えております。詳細は、同封の案内状をご覧く
ださい。
開催日＝平成30年12月1日㈯　受付は12時30分から。
会　場＝京王プラザホテル（東京・新宿）

た
。
長
さ
1５
㎞
の
断
層
で
、
ス
リ
バ
ー

に
よ
る
岩
盤
ズ
レ
で
３
８
０
０
ヶ
所
の

土
砂
崩
れ
が
あ
る
と
い
う
。

私
は
北
海
道
の
先
住
民
族
ア
イ
ヌ
の

足
跡
が
多
い
厚
真
・
白
老
・
平
取
地
区

に
関
心
を
持
ち
、
厚
真
高
校
に
勤
務
し

た
こ
と
が
あ
る
。
厚
真
川
の
洪
水
で
厚

真
高
校
は
昔
の
練
兵
場
跡
に
移
設
し
、

町
立
か
ら
道
立
高
校
へ
移
管
し
た
あ
と

の
人
事
異
動
だ
っ
た
。な
お
、苫
小
牧
東

部
地
区
の
開
発
、
厚
真
火
力
発
電
所
の

充
実
な
ど
で
町
民
の
意
識
は
高
揚
し
て

い
た
。
当
時
、
千
歳
川
が
石
狩
川
に
合

流
す
る
地
域
で
降
雨
に
よ
る
水
害
が
多

発
し
、
千
歳
川
を
苫
小
牧
方
面
に
流
れ

る
安
平
川
に
水
路
を
変
更
さ
せ
よ
う
と

い
う
、
千
歳
川
放
水
路
開
発
が
検
討
さ

れ
て
い
た
。
私
は
北
海
道
高
等
学
校
理

科
研
究
部
会（
略
称
・
北
理
研
）で
、
千

歳
川
放
水
路
案
に
反
対
し
た
。
も
し
千

歳
川
の
水
量
が
安
平
川
に
放
水
さ
れ
た

ら
、
稲
作
地
帯
の
年
平
均
気
温
が
約
２

～
３
度（
摂
氏
）低
下
す
る
の
で
は
な
い

か
と
推
論
し
た
が
、
厚
真
の
人
た
ち
は

北
理
研
の
私
の
発
表
を
支
持
さ
れ
た
。

厚
真
の
田
園
地
帯
の
夜
空
の
星
は
美

し
く
、
町
役
場
の
横
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
が
あ
り
、
苫
小
牧
方
面
の
学
校
か
ら

も
星
の
学
習
に
貸
切
り
バ
ス
で
来
町
し

て
い
た
。
私
の
妻（
喜
恵
子
）は
４
姉
妹

の
次
女
で
、
長
女（
喜
与
子
）が
心
臓
喘

息
で
他
界
し
、
２
人
の
妹（
喜
和
子
・
喜

久
子
）
を
含
め
て
オ
リ
オ
ン
星
座
の
四

角
形
の
中
に
輝
く
３
つ
の
星
を
「
さ
ん

じ
ょ
様
」と
呼
ん
で
、夜
中
の
12
時
に
南

中
す
る
オ
リ
オ
ン
星
座
を
見
つ
め
、
カ

エ
ル
の
合
唱
を
録
音
し
て
い
た
。
夜
の

ホ
タ
ル
の
光
が
少
数
に
な
る
の
を
心
配

し
て
、
厚
真
ホ
タ
ル
の
会
を
作
り
、
農

薬
散
布
の
な
い
厚
真
の
自
然
の
美
し
さ

を
話
し
た
。厚
真
ホ
タ
ル
の
会
で
は
、野

尻
抱
影
の『
星
の
話
』を
読
む
人
が
増
え

て
、
妻
の
手
料
理
で
男
性
の
会
員
も
多

く
な
っ
た
。

帯
広
か
ら
静
内
方
面
へ
の
交
通
は
、

日
勝
峠
と
天
馬
街
道
が
あ
る
が
、
さ
ら

に
日
高
山
脈
の
南
部
と
北
部
を
分
け
る

位
置
に
あ
る
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ

山
に
ト
ン
ネ
ル
を
造
ろ
う
と
い
う
動
き

が
加
速
し
、
帯
広
の
札
内
川
六
ノ
沢
あ

た
り
ま
で
開
発
が
進
ん
で
い
た
が
、
ナ

キ
ウ
サ
ギ
の
生
態
域
が
破
壊
さ
れ
る
心

配
も
あ
り
、
日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部

や
自
然
保
護
団
体
は
反
対
し
た
。
厚
真

ホ
タ
ル
の
会
を
中
心
と
し
て
厚
真
町
の

人
た
ち
は
、
こ
の
運
動
に
協
力
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
人
事
異
動
で
私
は
余
市
高
、

札
幌
月
寒
高
の
教
頭
職
を
経
験
し
て
、

厚
真
高
の
校
長
と
し
て
道
教
委
の
発
令

を
受
け
た
。
厚
真
町
の
人
た
ち
は
、「
鮭

胆
振
東
部
地
震
を

札
幌
で
体
験
し
て

新
妻
徹

９
月
６
日
午
前
３
時
６
分
こ
ろ
、
私

の
住
み
慣
れ
た
山
鼻
地
区
で
も
震
度
５

の
地
震
が
あ
り
、
本
棚
の
Ｃ
Ｄ
シ
ー
ト

が
落
ち
て
き
た
。
道
内
の
全
域
２
９
５

万
戸
が
停
電
と
な
り
、
札
幌
で
は
Ｊ
Ｒ

も
地
下
鉄
も
バ
ス
も
終
日
ス
ト
ッ
プ
し

た
。
水
道
の
水
は
出
な
い
。
マ
ン
シ
ョ

ン
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
動
か
な
い
。
近

く
の
東
光
ス
ト
ア
は
臨
時
休
業
、
ラ
ル

ズ（
南
12
西
11
）に
は
食
料
な
ど
を
求
め

る
長
い
人
の
行
列
が
で
き
た
。
６
日
の

夜
は
１
５
０
年
前
の
蝦
夷
地
の
よ
う
な

暗
い
闇
に
包
ま
れ
た
が
、
大
き
な
交
通

事
故
も
な
く
、
何
よ
り
も
火
災
が
な
く

て
７
日
の
朝
を
迎
え
、
遅
く
配
達
さ
れ

た
新
聞
で
、ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト（
大
規
模

停
電
）と
い
う
言
葉
を
知
っ
た
。

私
の
教
員
免
許
は
理
科
で
あ
り
、
高

校
で
地
学
を
担
当
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、

新
聞
や
Ｔ
Ｖ
に
よ
る
と
胆
振
東
部
か
ら

石
狩
に
か
け
て
約
1５
万
年
前
以
降
の
火

山
灰
や
砂
が
堆
積
し
た
地
層
の
地
盤
が

固
ま
っ
て
お
ら
ず
、
軟
ら
か
い
堆
積
層

（
ハ
ロ
イ
サ
イ
ト
）が
あ
り
、
震
源
近
く

の
地
下
で
最
大
約
７
㎝
の
隆
起
が
あ
っ
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新入会員（2018年9月）
氏名　（年齢） 会員番号 居住地 紹介者 支部名

大野　和子 ( 71 ) 16４01 東京都千代田区 永田　弘太郎 安井　康夫
安田　宏記 ( ５５ ) 16４02 東京都世田谷区 永田　弘太郎 安井　康夫
鈴木　康 ( 61 ) 16４03 東京都世田谷区 森　武昭 近藤　雅幸
安倍　いづみ ( ５3 ) 16４0４ 東京都江戸川区 永田　弘太郎 安倍　博之
荒井　理 ( ４7 ) 16４0５ 栃木県芳賀郡 渡邉　雄二 深谷　篤志 栃木
増田　敏夫 ( 69 ) 16４06 愛知県名古屋市 志水　龍雄 髙橋　玲司 東海
髙麗　秋広 ( 6５ ) 16４07 福島県伊達市 渡部　展雄 佐藤　一夫‥ 福島
渡辺　京子 ( ５3 ) 16４0８ 神奈川県相模原市 大槻　利行 元川　里美 神奈川
藤野　宣知 ( 39 ) 16４09 埼玉県川口市 野澤　誠司 東　秀訓
元川　嘉治 ( 66 ) 16４10 埼玉県本庄市 元川　里美 大槻　利行
須見　遼介 ( 21 ) 16４11 京都府京都市 中山　茂樹 野澤　誠司
久保田　芳行 ( ５８ ) 16４12 埼玉県東松山市 松本　敏夫 古川　史典 埼玉
新入準会員（2018年9月）

氏名　（年齢） 会員番号 居住地 紹介者 支部名
林　洋子 ( ５9 ) A01８４ 東京都大田区 永田　弘太郎‥
宮坂　実 ( ５9 ) A01８５ 東京都港区 山田　和人‥
髙野　正明 ( 70 ) A01８6 山梨県山梨市 深沢　健三 山梨
渡辺　理雄 ( ５0 ) A01８7 岩手県盛岡市 髙橋　愼一 岩手
田中　清貴 ( 29 ) A01８８ 山口県山口市 歳弘　逸郎 北九州
赤坂　優貴 ( ５1 ) A01８9 東京都青梅市 山本　憲一 東京多摩
赤坂　憲子 ( ５1 ) A0190 東京都青梅市 山本　憲一 東京多摩
薮中　由利子 ( 72 ) A0191 千葉県柏市 原　滿紀
谷田　正昭 ( 72 ) A0192 埼玉県所沢市 永田　弘太郎
松尾　悦子 ( 66 ) A0193 東京都立川市 山本　憲一 東京多摩
横山　裕 ( 2８ ) A019４ 東京都目黒区 飯田　祐一郎
吉田　麻紗子 ( 39 ) A019５ 東京都杉並区 永田　弘太郎
市川　絵理 ( 36 ) A0196 東京都台東区 永田　弘太郎

が
母
な
る
川
に
回
帰
す
る
よ
う
に
、
新

妻
先
生
の
厚
真
回
帰
大
歓
迎
！
」
と
言

っ
て
、
新
し
い
校
長
公
宅
に
案
内
し
て

く
だ
さ
っ
た
。

私
は
厚
真
山
の
会
を
立
ち
上
げ
て
樽

前
山
や
風
不
死
岳
、
恵
庭
岳
な
ど
へ
町

民
登
山
会
を
実
施
。
厚
真
高
校
を
開
放

し
て
「
ワ
ー
プ
ロ
講
座
・
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
教
室
・
山
の
歌
の
集
い
」
な
ど
好

評
だ
っ
た
。
私
の
妻
は
、「
お
琴
に
触
れ

ま
し
ょ
う
」と
い
う
教
室
を
、校
長
公
宅

を
開
放
し
て
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
開

き
、
生
徒
や
町
民
と
親
し
く
な
り
、
町

の
行
事
に
も
笑
顔
で
参
加
し
て
い
た
。

日
本
山
岳
会
の
人
た
ち
は
、
日
高
山

脈
の
山
旅
の
帰
り
に
厚
真
に
寄
り
、
校

長
公
宅
で
下
山
報
告
会
を
し
た
り
、
私

は
千
歳
空
港
ま
で
見
送
り
し
た
り
、
充

実
し
た
厚
真
ラ
イ
フ
だ
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
私
の
大
切
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
厚
真
の

緑
が
、
土
砂
崩
れ
で
壊
滅
と
い
う
訃
報

に
接
し
た
。私
の
サ
ブ
ザ
ッ
ク
に
は
、ヘ

ッ
ド
ラ
ン
プ
・
非
常
食
が
入
っ
て
い
る

が
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
に
言
葉
を

失
っ
て
い
る
。
平
成
４
年
３
月
末
日
に

定
年
退
職
で
き
た
厚
真
地
区
は
、
私
の

大
切
な
ド
リ
ー
ム
・
エ
リ
ア
で
あ
る
。

‥

（
北
海
道
支
部
）     
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寄付者など 受入金額など
（単位千円） 寄付の目的、その他

アルパインツアーサービス㈱ ‥20‥ 山のマナーノート
小林　政志‥理事‥ ‥30‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
筧　邦男‥会員 ‥20‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
古川　研吾‥理事 ‥５0‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
坂井　広志‥会員 ‥30‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
大谷　亮‥会員 ‥10‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
前川　晋也‥会員 ‥５0‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
東　政孝‥会員 ‥20‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
和田　薫‥会員 ‥20‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
野澤　誠司‥理事 ‥５0‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
西納　久之‥会員 ‥10‥ 有志からのご寄付のお願い

に対する永年会員からのご
寄付

野口　いづみ‥会員 ‥10‥ 山のマナーノート
植木　貞一郎‥会員 ‥10‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
神長　幹雄‥理事 ‥30‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
‥30‥ 法人運営費用

㈱総合サービス ‥５0‥ 山のマナーノート
高野　剛‥会員 ‥10‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
永田‥‥弘太郎‥理事 ‥10‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
福田‥‥光子‥会員 ‥10‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
出江　俊夫‥会員 ‥5‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
滝川　敏康‥会員 ‥10‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
野澤　岳大‥会員 ‥30‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
長谷川　恵理‥会員 ‥10‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
涌嶋　満‥会員 ‥2‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援

寄付者など 受入金額など
（単位千円） 寄付の目的、その他

江川　知史‥会員 ‥10‥ 日本山岳会青年部チャムラ
ン登山隊2018への支援

葉上　徹郎‥会員 ‥6‥ 日本山岳会青年部チャムラ
ン登山隊2018への支援

北原　秀介‥会員 ‥20‥ 日本山岳会青年部チャムラ
ン登山隊2018への支援

大槻　利行‥会員 ‥10‥ 日本山岳会青年部チャムラ
ン登山隊2018への支援

吉川　正幸‥会員 ‥30‥ 視覚障がい者登山全国大
会への指定寄付

台　とみ子‥様 ‥3‥ 山のマナーノート
東京多摩支部 ‥2‥ 山のマナーノート
矢﨑　辰雄‥様 ‥2‥ 山のマナーノート
南井　英弘‥会員 ‥10‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
㈱ICI石井スポーツ ‥20‥ 山のマナーノート
町澤　健司‥会員 ‥2‥ 山のマナーノート
福岡　孝昭‥会員 ‥10‥ 山のマナーノート
江花　俊和‥会員 ‥1‥ 山のマナーノート
伊藤　謙二‥会員 ‥10‥ 山のマナーノート
山本　正基‥会員 ‥1‥ 山のマナーノート
髙石　聡‥様 ‥3‥ 日本山岳会青年部チャムラ

ン登山隊2018への支援
石原　秀郎‥会員 ‥10‥ 山のマナーノート
平野　裕也‥会員 ‥10‥ 山のマナーノート
畑島　良一‥会員 ‥1‥ 山のマナーノート
西村　智磨子‥会員 ‥1‥ 山のマナーノート

‥5‥ 視覚障がい者登山全国大
会への指定寄付

イワツキ　マサキ‥様 ‥5‥ 日本山岳会青年部チャムラ
ン登山隊2018への支援

明治大学体育会
山岳部　炉辺会

‥750‥ 日本山岳会青年部チャムラ
ン登山隊2018への支援

寄付金及び助成金などの受入報告　（平成30年8月31日まで）
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図書交換会出品目録および購入申込みの案内
　今年も年次晩餐会で「図書交換会」を開催します。出品本は約300冊です。交換会当日の詳細は1８ページの「インフォー
メーション」に掲載していますが、会場に来場できない方は、下記の要領で購入の申込みを行なってください。
●郵便（日本山岳会　図書委員会宛）またはメール（図書委員会 tosho@jac.or.jp）で11月1５日までにお申し込みください。
●購入希望図書の番号、書名、購入希望者の名前と会員番号を必ずご記入ください。なお、今回入札本はありませんで
した。

●複数の申し込みがあった場合は、当日に会場で抽選を行ないます。来場できない方の抽選は図書委員が代行し、本は
交換会終了後にお送りします。

●購入図書の送料は購入者負担とし、代金と一緒に請求させていただきます。
ナンバー 書名 著者 出版社 発行年、その他 価格
22 山・人・本 島田　巽 茗溪堂 1976　初版　函 ５00‥
2４ わたしの草と木の絵本 坂本直行 茗溪堂 1976　初版　函 600‥
４1 新稿　剱岳　登攀ルート解説 高須茂　高瀬具康　

佐伯邦夫
築地書館 Ｓ４0　第二版 ５00‥

67 登って写して酔いしれて 武藤　昭 白山書房 2007　第一刷　
サインあり

５00‥

73 それでも私は山に登る 田部井淳子 文藝春秋 2013　第一刷　帯 ５00‥
7５ 奥秩父　山、谷、峠そして人 山田哲哉 東京新聞社 2011　初版　帯 ５00‥
100 山靴の音 芳野満彦 朋文堂 S3４　初版　函 ５00‥
109 続・生と死の分岐点 P・Schubert　

黒沢孝夫訳
山と溪谷社 200４　初版　

カバー・帯
５00‥

111 全盲のクライマー、エヴェレストに立つ E・ヴァイエエンマイ
ヤー　海津正彦訳

文藝春秋 2002　第一刷　
カバー・帯

５00‥

113 冒険の蟲たち 溝渕三郎・興田守孝・
長篠哲生

白山書房 2009　第一刷　
カバー・帯

５00‥

1４４ アグルーカの行方　 角幡唯介 集英社 2012　第一刷 ５00
1４５ 空白の五マイル 角幡唯介 集英社 2010　第一刷　2011

第七刷カバー・帯
５00‥

1４7 ザ・グレート・ゲーム　内陸アジアをめぐる
英露のスパイ合戦

ピーター・ホップカーク
著　京谷公雄訳

自費出版 2011　カバー ５00‥

1４８ 先蹤者　日本岳人全集 大島亮吉 日本文芸社 S４５　改訂再発行　
カバー・函

５00‥

1５2 ヘディン探検紀行全集別巻1　
カラコルム探検史（上）

監修　深田久弥ほか 白水社 1979　初版　函 1,５00‥

1５3 ヘディン探検紀行全集別巻2　
カラコルム探検史（下）

監修　深田久弥ほか 白水社 19８0　初版　函

1５５ 登高行　XX　100周年記念号　201５ 慶應義塾体育山岳部 慶應義塾体育山岳部 H27　函 ５00‥
196 エベレスト北東稜　199５　登山報告書・

学術調査報告書
日本大学エベレスト
登山隊199５編

エベレスト登山
実行委員会

1996　初版　
セット本　函

1,000‥

20８ 山の想ひ出　上巻　・下巻 木暮理太郎 福村書店 19５3　19５４ ５00‥
Ｙ1 KANCHENJUNGA‥CHALLENGE Paul‥Bauer WILLIAM‥KIMBER 19５５初版　サインあり ５00

●頒布価格が４00円以下の本を省略しています。全目録はホームページ（図書委員会）から検索できます。また、必要
な方にはお送りしますので、お申出ください。
●目録の申し込み、問合せは日本山岳会事務局（図書委員会）まで　 03－3261－４４33　 tosho@jac.or.jp　
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過
ぎ
な
い
」。
い
っ
た
い
な
ぜ
、そ
ん
な

危
険
の
あ
る
山
に
登
山
家
は
挑
戦
し
よ

う
と
思
う
の
だ
ろ
う
か
。
第
１
話
に
登

場
す
る
マ
ロ
リ
ー
の
答
え
は
簡
潔
で
あ

る
。「B
ecause‥it's‥there

」。
当
時
の

N
ew
‥Y
ork‥T

im
es

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
に
目
を
通
す
と
、マ
ロ
リ
ー
は「
３

回
目
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
を
前
に
し
て
、

建
前
上
は
調
査
が
目
的
で
は
あ
る
が
、

私
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
人
類
と
し
て
初

め
て
未
踏
峰
に
登
頂
す
る
と
い
う
、

（
極
端
な
言
い
方
を
す
る
と
）宇
宙
を
征

服
し
た
い
と
い
う
人
間
の
根
源
的
な
欲

求
に
突
き
動
か
さ
れ
て
い
る
」
と
答
え

て
い
る
。
ま
た
、「
少
年
た
ち
が（
競
っ

て
）
岬
の
突
端
か
ら
海
に
飛
び
込
む
よ

う
な
冒
険
心
」
に
突
き
動
か
さ
れ
て
い

る
と
も
語
っ
て
い
る
。
本
書
の
最
終
話

に
は
公
募
隊
の
物
語
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
。人

生
一
寸
先
は
闇
。
何
が
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
。
チ
ャ
ン
ス
と
少
し
の
勇

気
が
あ
れ
ば
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
手
の
届
く

場
所
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
、
と
妄

想
す
る
毎
日
で
あ
る
。

 

（
加
藤
大
雄
）

図
書
室
か
ら

８
月
号
に
紹
介
の
あ
っ
た
『
パ
ミ
ー

ル
中
央
ア
ジ
ア
研
究
会　

20
周
年
号
』

に
続
い
て
『
新
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア　

10
周
年
記
念
号
』
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
本
書
で

は
ま
ず
、
田
村
俊
介
会
員
の
手
に
な
る

カ
ラ
ー
の
「
パ
ミ
ー
ル
・
中
央
ア
ジ
ア

全
図
」
と
、
Ａ
・
Ｎ
・
ゼ
リ
ン
ス
キ
ー

（
１
９
６
４
）
が
提
起
し
た
「
パ
ミ
ー
ル

古
道
」（
大
パ
ミ
ー
ル
道
、小
パ
ミ
ー
ル

道
、懸
崖
路
を
通
る
カ
シ
ミ
ー
ル
道
、カ

ラ
ギ
ン
・
ア
ラ
イ
道
、
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ

道
）の
地
図
が
秀
逸
で
、大
変
参
考
に
な

る
も
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
パ
ミ
ー
ル
、

天
山
、
カ
フ
カ
ス
と
カ
ラ
コ
ル
ム
の
登

山
、
ワ
ー
ハ
ン
渓
谷
ゾ
ル
ク
ル
行
、
パ

ミ
ー
ル
高
原
調
査
隊
と
、
い
ず
れ
も
美

し
い
カ
ラ
ー
写
真
付
き
で
報
告
さ
れ
て

い
て
、
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
も

の
で
す
。

中
で
も
興
味
深
い
の
は
中
央
ア
ジ
ア

研
究
の
碩
学
、
故
・
加
藤
九
祚
氏
の
旅

の
記
録「
パ
ミ
ー
ル
の
旅
２
０
０
５
」で

す
。
こ
の
地
域
に
興
味
の
あ
る
会
員
の

方
々
に
は
欠
か
せ
な
い
基
礎
資
料
で
す
。

20
周
年
号
と
同
様
ぜ
ひ
図
書
室
で
ご
一

読
く
だ
さ
い
。
な
お
、
山
岳
に
関
す
る

研
究
会
な
ど
の
既
刊
誌
が
あ
れ
ば
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。　

‥

（
祥
）

池
田
常
道
著

ヒ
マ
ラ
ヤ　

生
と
死
の
物
語

─
奇
跡
の
生
還
と
遭
難
の
悲
劇
─

本
書
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
発
生
し
た
山
岳

事
故
の
記
録
と
し
て
13
話
の
物
語
を
収

録
し
て
い
る
。事
故
の
発
生
状
況
を
、当

事
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
写
真
を
交
え

な
が
ら
、
事
実
に
基
づ
い
て
、
ま
た
と

き
お
り
作
者
の
鋭
い
洞
察
を
交
え
な
が

ら
、
時
代
の
古
い
順
に
語
ら
れ
て
い
る
。

著
者
の
池
田
常
道
氏
は
山
と
溪
谷
社
で
、

山
岳
登
攀
専
門
誌
で
あ
る
『
岩
と
雪
』

の
編
集
長
を
最
終
号
ま
で
約
20
年
務
め
、

フ
リ
ー
と
し
て
独
立
後
も
精
力
的
に

『
世
界
の
山
岳
大
百
科
』
の
監
修
や
『
現

代
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
攀
史
』
を
上
梓
す
る
な

ど
、
知
る
人
ぞ
知
る
登
山
史
の
大
家
で

あ
る
。

ネ
ッ
ト
新
聞
で
、
今
年
も
夏
場
の
山

岳
事
故
件
数
が
過
去
最
悪
だ
っ
た
と
い

う
記
事
を
読
ん
だ
。
つ
い
先
日
も
、
著

名
な
若
い
登
山
家
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
遭
難

す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
の
知
ら
せ

が
あ
っ
た
。
遭
難
は
気
象
、
病
気
、
ケ

ガ
、
道
迷
い
な
ど
様
々
な
原
因
で
発
生

す
る
。
本
書
の
冒
頭
で
、「
山
で
遭
難
す

る
の
は
、
い
い
こ
と
な
の
か
悪
い
こ
と

な
の
か
？
」
と
読
者
に
疑
問
を
投
げ
か

け
て
い
る
。
世
間
一
般
の
反
応
は
、「
悪

い
と
断
じ
て
遭
難
者
の
無
謀
ぶ
り
を
言

い
立
て
て
、
厳
し
く
糾
弾
し
て
止
ま
な

い
」と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。一
方

で
は
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
へ
無
事
登
頂
し
、

世
間
の
脚
光
や
称
賛
を
浴
び
る
登
山
家

も
い
る
。

で
は
い
っ
た
い
、
生
と
死
を
分
け
る

も
の
は
、
な
ん
で
あ
ろ
う
か
？

著
者

は
断
言
し
て
い
る
。「
生
死
の
境
目
は
、

と
く
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
よ
う
な
極
限
の
環

境
の
下
で
は
、
文
字
ど
お
り
紙
一
重
に

2018年4月
山と溪谷社
四六判　287㌻
1600円+税

図
書
紹
介
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３
・
会
員
の
遭
難
に
関
す
る
報
告
が
あ

っ
た
。（
安
井
）

４
・
上
高
地
山
岳
研
究
所
宿
泊
者
カ
ー

ド
の
改
正
案
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

（
安
井
）

５
・
上
高
地
山
岳
研
究
所
工
事
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
安

井
）

６
・
記
念
事
業
委
員
会
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。（
重
廣
）

７
・
支
部
合
同
会
議
に
向
け
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。（
重
廣
）

８
・「
登
山
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
集
」作
成
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
永
田
）

９
・
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
か
ら
の
騒

音
苦
情
に
対
す
る
当
会
の
回
答
案
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
永
田
）

10
・
事
務
局
お
よ
び
ロ
ビ
ー
の
複
合
機

の
更
新
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

（
永
田
）

11
・
カ
シ
オ
の
プ
ロ
ト
レ
ッ
ク
（
Ｗ
Ｓ

Ｄ　
Ｆ
２
０
）
の
斡
旋
販
売
開
始
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
永
田
）

12
・
包
括
保
険
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。（
永
田
）

13
・
公
益
法
人
運
営
委
員
会
「
本
会
へ

の
高
額
寄
付
者
に
対
す
る
国
の
栄
典
授

与
に
つ
い
て
」の
会
報「
山
」へ
の
掲
載

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
谷
内
）

14
・「
山
」９
月
号
の
発
行
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。（
神
長
・
節
田
）

【
連
絡
事
項
】

１
・
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て
（
谷

内
）

２
・
今
後
の
日
程
に
つ
い
て（
谷
内
）

【
今
後
の
予
定
】

１
・
常
務
理
事
会
・
理
事
会

・
平
成
30
年
度
10
月
度
常
務
理
事
会　

10
月
２
日
㈫
1８
時
30
分
～　

集
会
室

・
平
成
30
年
度
10
月
度
理
事
会　

10
月

10
日
㈬
19
時
00
分
～　

集
会
室

２
・
各
種
会
議
等

・
平
成
30
年
度
支
部
合
同
会
議　

９
月
29
日
㈯
～
30
日
㈰
プ
ラ
ザ
エ
フ‥

29
日
13
時
00
分
～
17
時
00
分
お
よ
び

懇
親
会
、
30
日
9
時
00
分
～
13
時
00

分
・
平
成
30
年
度
第
２
回
評
議
員
懇
談
会

10
月
１
日
㈪
19
時
00
分
～
21
時
00
分

１
０
４
号
室　

懇
親
会
21
時
00
分
～

素
材
屋

9月9月

1
日　

総
務
委
員
会
（
新
入
会
員
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

3
日　

総
務
委
員
会　

記
念
事
業
委
員

平
成
30
年
度
第
５
回（
９
月
度
）理
事
会

議
事
録

日
時　

平
成
30
年
９
月
12
日
㈬
19
時
20

分
～
21
時
10
分

場
所　

集
会
室

【
出
席
者
】
小
林
会
長
、
重
廣
・
野
澤
各

副
会
長
、
神
長
・
永
田
・
古
川
・

谷
内
各
常
務
理
事
、
安
井
・
清

登
・
齋
藤
・
星
・
近
藤
・
波
多

野
各
理
事
、
平
井
・
石
川
各
監

事
（
所
用
の
た
め
近
藤
理
事
は

協
議
事
項
3
ま
で
欠
席
）

【
欠
席
者
】
中
山
副
会
長

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】
節
田
会
報
編
集
人

【
審
議
事
項
】

１
・
平
成
30
年
度
支
部
特
別
事
業
補
助

金
の
追
加
審
査
結
果
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
特
別
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
審
査
対
象
か
ら
漏
れ
て
い
た
１
件

の
追
加
助
成
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

（
賛
成
12
名
、
反
対
な
し
で
承
認
）

２
・
監
査
法
人
と
の
財
務
に
関
し
て
の

指
導
・
助
言
業
務
契
約
の
継
続
に
つ
い

て
当
年
度
の
太
陽
有
限
監
査
法
人
と
の

財
務
に
関
し
て
の
指
導
・
助
言
業
務
契

約
の
継
続
に
つ
い
て
審
議
し
た
。（
賛

成
12
名
、
反
対
な
し
で
承
認
）

【
協
議
事
項
】

１
・
支
部
合
同
会
議
の
議
題
に
つ
い
て

協
議
し
た
。（
永
田
）

２
・
評
議
員
懇
談
会
の
議
題
に
つ
い
て

協
議
し
た
。（
永
田
）

３
・
入
会
申
込
書
の
記
載
項
目
の
修
正

案
に
つ
い
て
協
議
し
た
。（
重
廣
）

４
・
捜
索
組
織
編
成
に
つ
い
て
協
議
し

た
。（
重
廣
）

【
報
告
事
項
】

１
・
入
会
希
望
者
12
名
、
準
会
員
入
会

希
望
者
13
名
に
つ
い
て
入
会
承
認
を
行

な
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。（
小
林
）

２
・
寄
付
金
４８
件（
４6
名
）の
受
領
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
古
川
）

会

務

報

告
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◆
第
36
回
図
書
交
換
会

図
書
委
員
会

恒
例
と
な
っ
て
い
る
図
書
交
換
会
を

年
次
晩
餐
会
で
開
催
し
ま
す
、

日
時　

12
月
１
日
㈯
13
時
開
場
、
1４

時
30
分
か
ら
抽
選
を
開
始
し
ま
す
。
陳

列
さ
れ
て
い
る
本
を
ご
覧
の
上
、
抽
選

開
始
時
間
ま
で
に
購
入
申
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。
年
次
晩
餐
会
に
出
席
さ
れ

な
い
会
員
も
参
加
で
き
ま
す
。ま
た
、例

年
ど
お
り
事
前
申
込
み
も
受
付
け
ま
す

（
事
前
申
込
み
に
つ
い
て
は
1５
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）。

会
場　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル　

年
次
晩

餐
会
会
場

問
合
せ　

近
藤
雅
幸　

０
８
０　
６
６
２
９　
４
６
３
０

yabuyam
a_hg1486.99@

会

27
日　

学
生
部　

公
益
法
人
運
営
委
員

会　

山
遊
会

2８
日　

資
料
映
像
委
員
会　

科
学
委
員

会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

９
月
来
室
者　

４
３
７
名

会
員
異
動

物
故

山
崎
英
雄（
４
０
３
８
）1８
・
8
・
1

中
嶋　

啓（
５
１
１
５
）1８
・
9
・
11

川
北
昌
博（
６
８
５
８
）1８
・
9
・
2

髙
野
啓
介（
８
９
７
９
）1８
・
8
・
16

岡
田
貞
夫（
１
０
２
９
０
）1８
・
9
・
3

大
森
喜
夫（
１
１
６
８
６
）1８
・
3

陳　

孔
為（
１
６
３
９
９
）1８
・
9
・
22

退
会

小
田
島
政
行（
５
８
５
２
）　

岩
手

勝
見
幸
雄　
（
７
０
２
４
）　

静
岡

工
藤
裕
幸　
（
１
２
８
０
６
）

横
尾
健
二　
（
１
４
６
７
３
）熊
本

東　

政
孝　
（
１
５
９
３
０
）

早
戸
健
太
郎（
１
６
１
１
０
）東
海

関
口
素
子　
（
１
６
１
４
５
）埼
玉

金
山
春
男　
（
Ａ
０
０
１
５
）熊
本

FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション

会

4
日　

常
務
理
事
会　

学
生
部　

二
火

会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

5
日　

図
書
委
員
会　

山
行
委
員
会

6
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

10
日　

自
然
保
護
委
員
会　

資
料
映
像

委
員
会　

山
の
日
事
業
委
員

会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

11
日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会　

フ

ォ
ト
ク
ラ
ブ　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

12
日　

理
事
会　

休
山
会　

山
想
倶
楽

部

13
日　

支
部
事
業
委
員
会　

山
岳
地
理

ク
ラ
ブ　

九
五
会

1４
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

1５
日　

山
の
自
然
学
研
究
会

1８
日　

総
務
委
員
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

平
日
ク
ラ
ブ

19
日　

会
報
編
集
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

三
水
会　

つ

く
も
会

20
日　

図
書
委
員
会　

科
学
委
員
会　

み
ち
の
り
山
の
会　

マ
ウ
ン

テ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ　

21
日　

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

2５
日　

自
然
保
護
委
員
会　

デ
ジ
タ
ル

メ
デ
ィ
ア
委
員
会　

遭
難
対

策
委
員
会

26
日　

家
族
登
山
普
及
委
員
会　

麗
山

jcom
.hom
e.ne.jp

◆
晩
餐
会
記
念
懇
親
山
行
の
ご
案
内

 

山
行
委
員
会

道
志
山
塊
の「
石
割
山
」へ
の
ハ
イ
キ

ン
グ
を
行
な
い
ま
す
。
石
割
山
は
標
高

１
４
１
３
ｍ
で
、
富
士
山
を
見
渡
せ
る

展
望
の
良
い
山
で
す
。
山
中
湖
・
平
野

か
ら
の
登
山
道
を
往
復
し
ま
す
。
往
復

と
も
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
を
利
用
。

日
時　

12
月
２
日
㈰

定
員　

１
０
０
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
）

参
加
費　

６
０
０
０
円（
バ
ス
代
、記
念

品
、
記
念
写
真
代
等
含
む
）

集
合　

Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
西
口　

工
学
院
大

学
ビ
ル
前　

午
前
８
時
（
時
間
厳

守
）

解
散　

Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
西
口　

午
後
５
時

（
予
定
）

歩
程　

昼
食
休
憩
を
含
め
て
４
時
間

（
コ
ー
ス
タ
イ
ム
３
時
間
）。
標
高

差
４
４
０
ｍ
。
雨
天
決
行
。

申
込
み　

参
加
希
望
の
方
は
、
11
月
９

日
㈮
ま
で
に
、
必
ず
参
加
者
の
個

人
名
で
（
会
員
番
号
明
記
の
上
）

専
用
払
込
用
紙
（
晩
餐
会
の
ご
案

内
に
同
封
）
に
て
お
振
り
込
み
く

だ
さ
い
。〈
振
込
先
＝
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
、
口
座
番
号
０
０
１
９
０　



山　881−２０18・1０・２０

■19

７　
７
６
７
２
６
７
、
名
義
：
シ

ャ
）
ニ
ホ
ン
サ
ン
ガ
ク
カ
イ
サ
ン

コ
ウ
イ
イ
ン
カ
イ

振
り
込
ま
れ
た
方
に
は
後
日
、
詳
細

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。
参
加
は
事
前

振
り
込
み
が
条
件
で
す
。
ま
た
、
貸
切

バ
ス
予
約
の
た
め
に
お
振
り
込
み
後
の

返
金
は
い
た
し
か
ね
ま
す
。

問
合
せ　

征そ

矢や

三
樹　

０
８
０　
３
５
５
８　
３
２
５
０

sanko@
jac,or.jp

◆
妙
高
ス
キ
ー
懇
親
会
の
お
知
ら
せ

 

山
行
委
員
会

平
成
31
年
１
月
の
ス
キ
ー
懇
親
会
は

妙
高
ス
キ
ー
場
で
実
施
し
ま
す
。

日
程　

１
月
21
日
㈪
～
2４
日
㈭

費
用　

３
万
２
０
０
０
円（
通
信
費
、保

険
料
、懇
親
会
費
用
な
ど
を
含
む
）

宿
泊　

新
赤
倉
温
泉　

ユ
ア
ー
ズ
イ
ン

定
員　

20
名（
希
望
者
に
は
、現
地
指
導

員
に
よ
る
ツ
ア
ー
講
習
あ
り
）

現
地
集
合
・
現
地
解
散

申
込
み　

12
月
20
日
ま
で
に
会
員
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
な
ど
を
明
記

し
、
郵
送
、
Ｆ
ａ
ｘ
、
メ
ー
ル
で

高
橋
聰
ま
で
。
〒
１
０
２　
０
０

７
２‥

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋

２　
12　
10　

03　
３
２
２
２　

０
９
０
８
、

sanko@
jac.or.jp

参
加
申
込
み
者
に
は
詳
細
案
内
を
お

送
り
し
ま
す
。

◆
講
演
会
の
お
知
ら
せ　

医
療
委
員
会

登
山
の
運
動
生
理
学
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
学
が
ご
専
門
の
山
本
正
嘉
氏
に
、
安

全
登
山
に
役
立
つ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
体

力
を
付
け
た
い
方
、
体
力
を
維
持
し
た

い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
知
識
を
身

に
付
け
て
く
だ
さ
い
。
会
員
以
外
の
方

も
参
加
で
き
ま
す
。
日
本
山
岳
文
化
学

会
医
療
分
科
会
共
催
。

日
時　

11
月
26
日
㈪
19
～
21
時　

講
師　

山
本
正
嘉
氏（
鹿
屋
体
育
大
学
）

演
題　

登
山
中
に
身
体
の
ト
ラ
ブ
ル
を

起
こ
さ
な
い
た
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
法‥

～
20
歳
か
ら
８0
歳
代
ま

で
活
用
で
き
る
知
識
～

場
所　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
セ

ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
棟‥

（
小
田
急

線
参
宮
橋
駅
下
車
、
徒
歩
６
分
）

募
集　

１
２
０
名

締
切
り　

11
月
20
日
（
定
員
に
達
し
次

第
締
め
切
り
）

資
料
代　

５
０
０
円

申
込
み
／
問
合
せ　

‥
‥

yam
airyou@

yahoo.co.jp　

ハ
ガ
キ　

〒
１
８
８　
０
０
１
１‥

西
東
京
市
田
無
町
４　
11　
11　
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❖
編
集
後
記
❖

◦
中
秋
の
名
月
を
富
士
山
吉
田
口
・
馬

返
し
で
眺
め
、
翌
日
、
足
和
田
山
～
紅

葉
台
の
コ
ー
ス
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
て
き

ま
し
た
。
紅
葉
台
手
前
の
三
湖
台
は
西

湖
、精
進
湖
、本
栖
湖
を
見
渡
せ
る
こ
と

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
展
望
台
で
す
が
、

最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
御
坂
山
塊

に
向
か
っ
て
緑
の
波
濤
の
よ
う
に
押
し

寄
せ
る
、
眼
下
の
青
木
ヶ
原
で
し
た
。

◦
貞
観
６（
８
６
４
）年
に
起
こ
っ
た
貞

観
大
噴
火
で
流
出
し
た
膨
大
な
溶
岩
流

が
、
１
２
０
０
年
の
時
を
経
て
見
事
な

樹
海
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
松
本
清
張

の
『
波
の
塔
』
な
ど
で
有
名
に
な
り
、

「
自
殺
の
名
所
」や「
磁
石
が
狂
う
」「
迷

っ
た
ら
抜
け
出
せ
な
い
」
な
ど
と
話
題

に
な
り
ま
し
た
が
、
自
然
の
力
が
負
の

イ
メ
ー
ジ
を
覆
い
隠
し
、
近
年
は
樹
海

ツ
ア
ー
な
ど
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る
と

の
こ
と
で
す
。‥

（
節
田
重
節
）

野
口
い
づ
み‥

http://w
w
w
.jac.or.jp/info/

iinkai/iryou/list.htm
l

◆
日
本
山
岳
文
化
学
会
第
16
回
研
究
発

表
会日

本
山
岳
文
化
学
会
の
研
究
発
表
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
般
の
方
は
無
料
で
す
。

日
時　

11
月
17
日
㈯
～
18
日
㈰

場
所　

慈
恵
医
大
・
高
木
会
館
２
号
館

南
講
堂
（
東
京
・
地
下
鉄
御
成
門

駅
徒
歩
３
分
）

プ
ロ
グ
ラ
ム　

17
日
９
時
～
1８
時　

13

時
に
講
演
「
山
岳
救
助
犬
の
導
入

に
向
か
っ
て
」（
作
家
・
樋
口
明

雄
氏
）。一
般
演
題
は
「
穂
高
岳
・

岳
沢
の
森
」（
小
疇
尚
）、「
現
代

社
会
に
お
け
る
冒
険
の
意
義
と

課
題
」（
田
渕
義
英
）
な
ど
21
題
。

1８
日
9
時
～
12
時　
「
遭
難
と
情

報
」（
青
山
千
彰
、久
保
田
賢
次
ほ

か
）を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

懇
親
会　

17
日
終
了
後
に
開
催
（
４
０

０
０
円
）。

問
合
せ　

中
岡
久（
事
務
局
）‥‥

hisa-n@
fine.ocn.ne.jp　

ハ

ガ
キ　

〒
３
４
３　
０
８
０
７‥

越

谷
市
赤
山
町
２　
3８　
９

H
P

＝http://w
w
w
.jam
c.gr.jp




